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家蠶に及ぼす紫外線並に赤外線の影響（第1報）

特に兩光線の綜合的影響に關する實驗

Effects of  the ultra-violet and ultra-red rays on the silkworm, 

with special studies on their combined effect of both rays.

中島茂

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　雷

　光線は昆虫の環境に於ける主なる要因の一であつて、其の影轡は波長…に依り相遠を示すもの

であることは妓に云ふまでもないが、不可硯光線の紫外線及び赤外線も只短波長光線と長波長

’光線として波長に署しい異りあるのみならす、前者は化離線であり後者は熟線である故に昆虫

薗生理上にも相異れる影響を興へてゐる。

　次に家獄に與ふる紫外線及び赤外線の箪猫的影響に就いては既に諦氏にイ衣り多くの業績を磯

表され、著者も赤外線の家獄に及ぼす影響の一部を報告し、爾光線共に最適放射程度の下に於

ては家麓の獲育を良好ならしめ且つ繭質の向上をも圖り得ることを朋らかにした。併し乍ら薯

者は共の影響にも或る一建限度の存することを考へ、夏に爾光線の綜合的放射に依り其の限度

，！q一段磯化襖へたいと思ふr黙し乍ら騨線の綜舶倣射に依る研究蹴いて圃ミ曄表
したものを見受けない。

　蘇つて現下奨導せられ且つ普及しつSある家慧の稚獄期密閉共同飼育を見るに、典れは勢力

と桑葉の節減を得て経濟的養慧法の實を，ヒげてゐるが．元來、斯る養慧法は往々獄兇の生運il障

害を起し逮には獄作の不安定を誘致する虞れがあるから獄兇の生理的環境を改善し積極的にそ

れの保健を圖ることは経濟的養獄法の普及を完からしむる上より一一ma必要になつてゐる。’

　此の口寺に當つて本衡駿は稚鷲期密閉飼育rl』に於ける獲育刺戟光線の刹用を同自勺として先づ眉

≒英高山太陽燈に依る紫外線並びにオーケン氏Sollux熟光線燈に依る赤外線の獄児に射する翠

猫的放射の影響を攻究し、更に之を基礎とする爾光線の綜合的放射の實験を行ひ、以て紫外線

並に赤外線の養獄ヒに於ける鷹用的償醸を明にせんとするものである。

　本實験は未だ完結するに至らないが其の一部を舷に搬表する。賠しこれが將來の縄潴的養獄

法、主として稚獄期密閉共同飼育1こ鋼する刺戟光線使用の謬考となるならば串甚で幽る。

　本實験は昭和4年より昭和10年迄の7ケ年に亘り本校養雄窒にて實施せしもので本校教授木

田芳三郎博士並びに北尾淳一劇1博士より特別の便宜を戴いたのに封して深謝するo爾飼育の欝

際に當つては前本校助手の大浦畠夫、今村勇雄s現本校助乎の大賀勉、井之口希秀潴君の多大

な援助を受けたのに封し謝意を表する次策である。

1研　究　窒

　　　　　　　　　　　　　紫外線に關する研究史

　Solar　energyの研究並に利川の主要部をなすところの紫外線に關する研究ぱ共の雁史が極

めて古く、現今留離1二には見るべきものが紗くないボー般動物に關する探究も亦古く共の紐に

就いてゐたのに當時は只醤學的研究の材料として從鳩的の域習ll占しなかつ海が近年は漸く實験
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動物學並に畜塵駆の立場より攻究せられるに至つた。欝餐綜墨に關する該姻：究は1927年以降の

　ごとであつて共の日術淺いのに拘らす・獄種・鑓5己及び簸輔の獲育刺戟、硬化病叉は軟化病の

豫防、獄種の人工艀化、或は製綜原料繭の選揮、叉は雌雌繭の鑑別等の多方面に亘る研究を績

出して將に鑓縣學研究史t：に一新紀元を割さんとしてゐる。著者（B）は既に紫外線に關する＿般

動物及び家獄の諸研究を総括して獲表したから舷には該光線の獄児、鐙輔、欝蛾の磯育に關す

る業績に限つて興等の要黒！iを摘録し以下研究史とする。

　1927年9月加藤ヒ三氏伍）の“慧休に及ぼす紫外線の影響”を以て斯聯さ方面に於ける紫外線

に關する研究の哺1矢と見るべきで該光線を30cm・の拶搬稚にて5分宛1陶乃至撒回に亘る放射

に依り艶獄を減じ、且つ有色繭は繭色を濃厚ならしめることを報じた。共の後1927年10月

佐々木周郁・桂｛塵課眠（！！）は30・tn・の距離にて蜘1彫琶15分、30分、60分とに分けて

放射し次の結果を得た。

　（1）長時間の放射に於ても獄はAbioticな影響を受けるとは認め難い。

　（2）Biologicな影響は僅少ながら現れ、適慶放射に依つて発獄は減じ繭重量及び獄休量を増

　　　す。

　（3）油獄は紫外線の放射に依つて皮膚に紫色の斑鮎を生する。

　座llち氏等に依り紫外線放射のために牧繭量及び獄休量の増力iを起すことを明にした。更に

1927年10月山中徳三郎及び味岡秀夫爾氏（1’1）は難の愛態期別に紫外線を50cm，の距離にて

1回乃至2回放射し次の結果に蓬した。

　（1）経過日数は短縮する場合多いが顯著ではない。

　（2）獄休量は卵及び獄兇に放射したものは獄兇のみに行つたものに比し重く叉獄兇のみに行

　　　つたものは封照1疏に比して重い。

　（3）牧繭量は増加の場合があるけれども繭暦歩含は寧ろ減少の場合が多い。

　（4）口光光線遮噺は鐡兇の経過日撒を長くし減慧歩合を増し牧繭壷1及び繭暦歩合を滅少せし

　　　める傾がある。

叉1927年12月には：荒梅ヒ娩三21膜太鄭、松井久二爵βの3筑（・）が7燃電燈に依轍身寸距

離約30　cm・放射時聞10分宛、紫外線を獄蜥に放射したのに難児の弧健挫を触力1し繭質を陶

上せしめ得たと云ふ。伺共の放射時期はイヒlllit〕後鯨り時間を鰹ないが良いと公にしたQ共後1928

年7月井Iz柳橿、山崎謙、　jYtli久三郎．宮下和子、六川忠一郎の5氏㈹は人工高山太陽燈を用ひ

廣範圃に且る放射程度の下に於ける飼育結某を磯表し、紫外線は放射の距離、時聞及び鑓兜の

生育時期に依り共の影・響を異にするが稚獄期に90Cm．5分或はナii：翻期60cm．30分行誌時に

は良結果を得たと云ふ・其後192941・6月1嫡ミつて服部文雄工覧（・）は猫逸ハノウ愈雌斐第6號ス

”哩（交流110V・）畷柵幾を働Jし40・m・の鵬｛…にて蟻獄は紛ノ獲60分1回、獄

兇には1分7鷹30分・　1・nyf・Ft）I　H　1回宛紫外線を放射し、適度放射にイ劫獅己の鞘灘1質、塵

卯数を増すことあるが過度放射に依り羅兇の獲育を阻害し塵繭の温質に悪影糊1を興ふるものと

した。衝同年内に栃木縣鱈業試験場（12）の紫外線放射試験の磯表も有り、更に1930年2月岡

田輝彦氏（10）はアクメ入工太陽燈、スタンド型（交流110V．）獲生機を以て豫め桑襲に紫外線

を拗撤灘に給輿したの｝こ囎縫過撫馳に一定の傾1向がな）・ことを公にした。

　　　　　　　　　　　　　　　赤外線に關する研究史

　赤外線放射に依る家獄の研究は極めて勘く、1930著麿ω）が獲表せる他には見受けない。即

ちBurdi・k製Z・ali・・e・Z－12號型磯光機を川ひて次の結果を得たのである。

　（1）鐡座湘慶を鑓兇の獲育溜度圏内に保ち得る程慶の放射なれば、獺：兇、蜀：輔及び翻蛾に何

　　　駒外蹴與ふn…zeとなく・寧ろ繊放射に御」縣幟～槻馳腿する。
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（2）稚灘中轍射鱗7・cm．・0分放射する時は継瞳艇長するが灘憾」聯

　　　量及び繭層歩合．を増加する。

（3）雌馴1を9・，m．・・分放射す撚欄融は多艇長するが囎飴醐しく勒iす

　　　る　
（4）全齢樋じ9・cm．2・分の働寸を行ふか、叉雌糊19・cm・5分・総期8°cm・3°

　　　分の虜理を行ふ時は経過を促進し蘭質の向1．：を計り得る。

　　　　　　　　　　　　　　　　II　研　究　力　油

棚究は昭和4年（・929）購昭禾・…年（・935）題つて行つ螺轍及嚇外徽射に

依る飼育鰍・2殴賊つてゐるものであるカ・嫁戯の中より論述醐して主要なりと考

慮される8回の實験を報告する。
先づ第、實験に於て駐としてll士鷲期蹴圃紫轍の職白勺謝の膿撚め・第2醐

、離獄期蹴いて畷朧勲、第3鰍にては綴期に於ける赤夕襯の輩撚放射禰みた・

次の第4蹴は以上曜駄依鵬たF胱線の覇轍射に鮒る最灘櫃腿腺し備
幽鯛甑る爾澱の齢貞勺影響を幽し測・第5實験姪つては第4鋤の結果藤翻

鍾の材糀膨欄鰍めてtヒ輔能企禰鰍綜合放射の實際鰍髄昧し沸磯
駄は飼醐履へ雌期ec於て郷實蹴腋した．鱗贋験聯蹟験・第8鋤聯
6實瞼に於ける爾光線の綜合的放射が次代慧に如何なる影響を興ふるかを攻究した。

　韻騰の諦酪鰍に於て述べるeとSして燃瞭鰍の灘灘拗寸法を記して置

　く。

　紫職の盤機は・タン鯉破入工融太区易燈・蝋器A型・N・・ユ092　V・11°AC・Cycle

60．A．．6（島津製作所製窩眞参照）bCして昭綱年3嚇入したも・・娯の捌距離は・R鑛室

管よ購座迄の離を以てし、娯の能力をHs・E職に依鹸するに垂直灘力は放射距
aUk．90。m．、tc於て2分3・秒H．S．E、側磁射能力は机」・20・m・曜き放射聯9°cm・として

8分H．S．E．である。因に輔究1・於けるH・SE・劇立の測定麗醗9・m・融1鋤・の

　Schaleに1％沃化加里液及び3％の硫酸25　cc．を入れ1％澱粉6滴と400分のユ焼建チオ

轍・一一・S“・。c．を加へた瀧指潤選とし、之れ鍋駄雛噛光し紫色の馳臆櫨する

　時闇を以て表した。
　　赤職の猫灘かケ・氏S・11・・轍膨醗G・M・b・H・H・nau　N・・41°01・1・°興
220V．4．5．110V。9．OA．抵抗9S・M．・b．　H．　H・…N・・20076，9A・120V・（田中商封導株式伽ヒ

納額滲照）ecして昭和5剰月購入したもので、椴瞼中は抵抗著糊可時にツ醐て捌

　したむ

　　拗欄民中を除騨猫的鰍の時は揃嚇より、欝的放射の場合螺鰍胴じく午前
9時より、赤撒貯後塒よりそ了ぴ，放射中は特畷座煽ト鵬止に勉めた・尚1概網与に

焚光管よ鷹座迄の㈲を齢距寓f硅と呼び灘兇の直接蹴嘔・剛睦拗寸時間鵬した・次

　に放射實況の鴇眞を揚げて滲考とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ixx第　1實　験

　　　　　　　　　　　　　　　　　Gl上鑑．期紫外壼銀放射」實1験）

　　　　　　　　　　　　　　　　　1．賢　瞼　大　要

　　本實験は昭和4年（1929）春獄、1・11號×支4號を材料とし・紫外線のSIS：獄期利用を国的とし

　て次の10試験1亘を設け、各1副饒量0．2g．を供用し7eo　、　　　　　　．
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第壇鵬醸の設計　　　　　　　2．維過調査
蕪斎矧隔期瞬晦・t時間匝「竺・　稚獄期77°珊翻75qrを日些

第」嘩

第2傾
第3Pt
第4歴
第51置
第61超
第7匪
第S旺
第9囁
第10旺

墾＿劇

ユー3（

4－5
珪：1

珪：1

篇
4－5

ほ　　　

90
90
60
601
6e
60
50
50
50
50

5
5
30
40
30
20
30
20
19

踊育閣照）　　とし飼育せる纒慌見るに陵にns
箱育　　　　　　　す如く樹照一Pt一に比し、第2甑（全90

箱育　　　　　　　cm．5分）及び第3慨（稚90cm．5分

鵜　　一1批6・・m・3°）を除いてラL騨轍射
箱育　　　　　　　を行へるものは何れも縄過日数を延

縮　　　畷し粥樋じて2晦の廻ぴ」を示
鵜　　　す．殊聯8Gi上5・。m．　2・5｝）、第9

Gl、1，・5・・m．・・分）、第・・（Iltl5・・m・5分）の舗眼桑昧其磯向働るρ　　，

〕No，1　　鯉　過　調　査　表

1　齢 2　齢 ・齢い齢一　・齢
　　　　　　　食眠合m食眠合　食眠倉
試藤　驚選一計罐叢祖諜叢計
…一?@…1 u、．3　6、、，1　3．ユ2。、、S　4．61　r｝．・LS・．8第　1臓
第　2　1旺

第　3慨
第　4甑
第　5．匿

第　6M
第　7M
第　8展
第　9甑
第　10　1置

〃　　　〃　　〃

〃　　〃　　〃

〃　　〃　　〃

〃　　〃　　〃

〃　　〃　　〃

〃　　〃　　〃

〃　　〃　　〃

〃　　〃　　〃

〃　　〃　　〃

〃　　〃　　〃

〃　　〃　　〃

4，0　1．05．0
〃　　〃　　〃

〃　　〃　　〃

〃　　〃　　〃

〃　　e　　〃

〃　　〃　　〃

〃　　v　　〃

〃　　〃　　　II

〃　　〃　　　〃

5，61、156。21
〃　　〃　　　〃

〃　　〃　　〃

v　　〃　　〃

〃　　〃　　〃

〃　　〃　　　〃

〃　　〃　　〃

登　　齢
食i民合　食脊‘一食ih匡合
桑　巾　　　i桑　　　桑中
一」轡墜。、卸一．時計．，」皐．il菩」ヒN・：

4，102．06．、Ol・6，ユ7傭125．O　5．　，5　30．5

　　　　　　　　　　　〃　　　〃　　〃〃　　〃　　”

〃　　〃　　〃

4．162．127爾4
”　2．9　7．1

〃　　〃　　〃

〃　　〃　　〃

　”2、66．22
〃　　〃　　〃

　〃　　〃　　〃

〃　　　〃

tt　　lt

6．216．21
7，0　7．O

〃　　〃

tt　　e

7．3　7。3
〃　　　〃

　〃　　〃

　〃　　〃　　〃

26．46．632．10
26．76、3　　”

　〃　　〃　　〃

　tl　　tl　　が

26，106．0　　”

　〃　　〃　　〃

　〃　　　〃　　〃

　3．体量調査
No．2　　体　鶯　調　査　表

卿同一…　　・・　　　　一一　　　　　　　　　　一
‘＝＝1ここ．」聾1

　　　　＼＼＼頼別
試験1置　・　　1㌃＼」、

第　　1　匿
第　　2　1・置

第　　3　巌
第　　4　匝
第　　5　匪

第　　6　匝
第　　7　　減
第　　8　厩
集　　9　　1ゐ萱
第　　10　1・、五

起釧盛懲「眠副旭釧．盛璽1眠ue・1起劃・総副熟懲
kt・

3．51

3．46

3．80

3．82

3．s2

3．S2

3．s2
fl．s2

3．s2

3．82

3齢　1　4齢＿＿．＿五」雛＿＿＿

『2382ヒ．’翠ﾃ．S4［22．δ61，，b　1’si　U2．09巨Oi：）．5044LQgし1勲0，，：、、唾．，，［，。．、，li、・．・撫．騨．・一．鼎・．？・

凱ll畷ll
24．23　　22．16

24．23　　22コ6
24．23　　2L）．16

24。231　22，1、6
銘4．2312，2．16

‘｝4唖23　1　b⊃し，16刃　　　　　　d“．　　1　西招　　硬　　　　　　　　　　　　・

難囎顯薩lll　lllill隊ll

蓋liい1驚嚇響旨［llliil　i黙1§ili　iill：ll

撚；口膿、欝Il；1：窺／；騰：認．；細1

　　　　備考　　　以後体量調喪は100頭を刷立とす　，

第聯の起糊・責｛，は第2匿（垂9・・m・5分）が1繍予・副1慰1　く1購M・・；ll：1こ於て聯脳

（稚90。m．5分批60α・．3・分）が最下位となり・㌶∫4齢蛭れば起fx當1「！・hは第2・第3置が劃lll樋

より遙か鷹1く瀦聯繊譲聯嘔Gl」・、50cm・30分）・㈱聯姻GIL　60・…30分）
輔聯31磁第51、眠撒、60。m．30分）が殊1・・　・豆・・調して働楓燗1　1麺茂より価が〔1“　

減てしゐるが第恥の如き聯5㈱1に於て却つ暉くなる・蜘・紫タト徽射に働鶯禍赴は

減麹脚があるが適度の放射に依つてはf糧の鋤llを脚得ると云へる・

　　　　　　　　　　　　　　　4．牧繭及び繭質調査　　　　　　　　　　　　　　　　　昌



第一二號〕　　　　家獄に及ぼす紫外皐競に赤夕隅の蹴…（郵∫1報）　　　　　lqg

　　　　　　　No，3　　改繭及繭質調i藤表

　項
　　　目

試験匿　　、

第　1i罐
第　2匠
第　31き五

第　41置
第　5旺

第　6畷
第　7匿
第　Si曜
第　91tE
第1011：，E

上
繭

璽．

：4慧b

翻
lll

習1

窪ll

417

繭 繭

長　　幅
31；lersl　2．oe

3．64　　2，20

3．54　　1．96

3．42　　1．9G

3．40　　L98

3．54　 1。gs

3。44　 1．9，0

3．74　　2，08

3，60　　2．00

3．44　　1，94

総

目

1．95

2，01

1．93

1．98

1，94

L95
2．11

2．03

1，95
，1：93

　9・　　　　k「・

40．40　　6、41
43．t；0　　6，99，

38．13　　6．10

54．12　　5．78

49．26　　5．84

47，54　　5．82

37。22　　5，57

48．83　　6．19

48．6S　　6．24

37，27　　5．68

％
15．87
16，ユ0

15，ユ7
10．e，9．

11．86

12．24

11，75
12．61

12．82
15．別

　　　蔽・繭・翻は1°瀞欄・削也は2°鵬査け　　及び第71、鎚出50、m．30分）

が多v’・杢齢中gO・m・5分拗寸を行へるものと稚糊」90cm．5分」雌欄60cm．30分の匠は

成績が概して良好である。批獄期放射に於ては60cm、40分厩に上繭重量の増加見るべきもの

があるにも拘らす繭層及び蝸休歩合は勘いから寧ろ50cln，5分を良とする。

　　　　　　　　5・蛾の生命調査　　　　　N・．4，蛾の齢Fl撫

蝋休量　　　上繭重量の鋼照擁より多いτ亘

斐　　は第2随（套・90cm．5分）、第
　にロ
ーt’一 ｯ一』「　　3　1、竃　（月…推90：m．5分・、　Jl．E：60cnユ．

71．19．

83，48　30分）第411匿（壮60cm．40分）

1襯にして就中第錨力・最も獅。

織薦歩含聯・磁最高・し次
77．19で第1鳳第10蔵（iH：、　50cm．

1贈5分）及聯3廠ある。虹，淋

86・8°歩舘第10翫第21叔、郷鷹

存翻撒に就いては醐臆第2頂（全、90cm．5分）第　C｛．
4匠（肱60・m．40分）雄！i！lkは第2颪が長い。一般に鋤震　・項

障比し全醐露90・m・5’hKの剛外醸の轍を短縮する・試’・，p

　　　　　　　　6．實　験　総　括　　　　　　　selEE＼

第1實験結果に働牙鷹期のみの紫タ襯放射を行ふには　第、1願

5・・m・5分を可とすれども細r・i数を娠L蜘緯轍秘　薙鵬

虞れがあるから獄輔脚獺こして鰯・賄利な輔重り］放　霧擁
射に重黙を置くのが實際上便利と考へる。価全齢中90cm．5　　錦6颪

分鮒のもの胤禦な・厳観・糊嚇・羅郷遷1
なく繭厨最が特に樹照慨より…多）・。3く稚獄期90crn．5分II．1：　　第9圃E

鍛期60。m．30分慨及び全齢中90cm．5分の爾1・1〒1は成績に

ill

契

20

蛾
）

雄

築

20

蛾
）

，　　・　；．．…一　　　　　　’　　　　フ・　第101謝　7．519：2

1。1「6110．8

1器：li　1；，：1

工1．2・　　　7。4
8．7　　8．9

9．4　　7．O
ii§　　1琴：§

雌

雄

均

10・．7

11．9

7．9

9．3

8．S

7．7

9．6

9．S

7．3

7．9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　以下蛾の！ll命調i盗は75°Fの‘b9
大差を認めないが概して後潴’が良いど考へられる。　　　　　　温器にて行・S・・漏度は凡そSO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％であるo

XV第XX實験　　　　　　　鋼鋤の試聯轍計
（稚獄期紫外線放射實験）　　　　　等　顎日

1．實験大要　　　　試瞼誌・＼1

　本實験は昭即4年（1929）婆駿、．支　　　第1礁

1°耽を榊1とし・紫棉｝の欄：鯛　舞糠
用を目的とする放射の影響を知らんが　　　第4厩

ために麺・・鋤陵灘し第嘔　郷擁
を除く伽識臨段ボー・・蝋繊　舞畿
肌て鞘し擁購・・2・・を媚jし　蒙、朧
た。

放身寸即泰期

齢　齢
1－5
1－3
4－5
1

1－3
1－3
1－3
1－3
1－3

　　　P
放射距離 P放射時間

　　ロし
120
120
120
ユ20

go
9〔｝

120
150
150

分
10
ユ0

10
10
5
10
5
5

10

備　　　考

・　　　　　　　　　　　　　2．経過調査

鞍麺育（封照）

箱育
鯉1育

箱育
雑育
箱育
箱育
箱育
箱育
箱育

J　平均淑漁慶77°F86％の下に於ける獲育縫過を見るに次表の如く第2齢までは各1齪に鰹過の

差がない醐3齢に至り箏21・藏（全・120鋤・10分）．第31・1～1（稚、120・m，1q分）第嘔（稚



鞭　　　　　Tf，懸　墨　維　器　　　　〔鰍巻
9。、m．、。分）及聯8臥稚・2・・m．5分）聯嘔（坐」『照）より艇長し第聯喚ては却

つて短縮する．醜腫齢樋じて見れ1轍蠣醐雁より欄齪らすイ餉を認める・

　　　　　　　　　　No．5　糸里過調蛮…表i
fi　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　一．一．一＿r＿一一一　・・一一一．－pm－v

　　　　　　　

＼こ牝、・齢　2齢　3齢1
試験輝　、1聯時＿赴坐＿時．iT卜1曝時・ll
　　　　tl　it’＃角『5　1　｝虻　　　4．71．05．7

第2匪　　　”
第3逼　　　”
第4匿　　　”
第5旺　　　”
第6匿　　　”
第7匪　　　”
第8砥　　　”
第9匪　　　”
第101旺　　　”

3．01．04．03，li）1．04．15
　”　　　　　3．15　1．3　4，13

　11　　　　　　　”
　”　　　　3，150．2葺．4．12
　tl　　　　　　　”
　！t　　3，151．04．15
　”　　　　　3．151．3　　4．1S

　r　　　　　　　”
　”　　　　　3．150．214、12

食眠合食否食　眠合
4齢　　 5面令　　杢　

爾令

　　　　　一一桑中　 桑．　桑　申
時時計墜」辻＿」壁．時計
　　　　4。9：L156，0　【6．06．0

4．61．155，211〔3．36。3

　〃　　　1　　〃

“　　〃　1　〃　　〃
　3．体量調査
No．6　 体燈：謂瑚…査…表

4・・21ｷ156・311
　　　　I4．9　ユ．lo「6．O　　　　”

4．6　ユ．155．21　　　　”

　ガ　　　　　　e
虫ユ2価au”

21．7　4．1525．22
21．7　　4，18　26。1

21．7　4．1826．1
21．134．1226，1

　　〃
21．104．1526．1
21．104．1526．1

　　it
21．134．1226．1

　　〃

試瞼匿　＼、．1

第　11匝
第　21・置

第　3置
第41鼠
第5巌
鎮6慨第　7鷹
第　8匪
第　9匪
第1011旺

鶴釧眠獄－起．離獄い民齪獄1璽劃弛」墜
3　齢　　　　4　齢　　　　　5　齢

召．84　　0・
2．73　　　　15，26

2，74　　　　14．42

2．60　15．55
2．79　15．80

2，70　15，02
2．60　15．42
2．7】L　　　15．1S

2，67　　　　14．01

2．80　　　　15．19

♂・　1・、651　，4．sr）70．52　66，79

ク　　い
各試験陶こ於て大差を見川さない。

14．61　　　　70．61　　　　64．4S

14．16　　　　66。91　　　　63．47

14．93　　　　67，30　　　　6｛L61

13．78　　　　　68．27　　　　　65，13

13．61．　　　　70．68　　　　61．73

13，1〔｝　　　　G3．31　　　　G3．06

14．23　　　　　6r｝．tt）s　　　　　o4．15

14，53　　　　　70．72　　　　｛｝〔｝．20

工5，10　　　　　71．52　　　　　G6．QO

62、18　　279．90　　　243．53

64．65　　295．93　　　242。30
57，96　　　297，45　　　　235．30

6L）．9，9　　　280．90　　　　232．02

67，99　　278．60　　　224。62

62，82　　　267．40　　　　226．52

64．40　　　295，0S　　　　233．67

64ぴ94　　　281，．32　　　　239．87

G3．13　　　2S9．50　　　　228．50

65．77　　362．23　　　250．82

第31齢第4齢の謙酪慨4々i・第嘔（韮」’照）より催力・軸｝・棚ら螂5齢唖才Lぱ

　4．繭質調査　　　　　　5餓の蛉調査
N。．7繭質調盗表　　　　　N・・8蛾職備醸

項

試廠竃

筒

露
量

．＿一一一

第1嚴
第21颪
第3匪
簸4腿
第51圧

第6隈
鎖7匠
第S正藍

第9匪
第10匿

At・

12．30

12．66

12．31

繭暦量蜥．、体最 Q　　　項　柴
翻蓉劃劃．彙　　　厩築

12，工9

12．01

12．48

12．71

12，40

13，38

10．911　劃
‘　　1　　0　　　　1）

IE’49、幾。8h8：74　S7！も3

1：珪揚：繍醐：器
｝：霧9　　差｝：学gl　18：♀9　§ζ：婁毒

、．39、、，5，1、。．、4S7．S、

・．44・・．561・0・97S7・8§

1・1賜1・ll・｛1・器翻l

l

Wti－一．　　　　　　　10

・：・と・2：・・｝・・：9・87：盤1・：・8　　郡鄙：2鷺：8

1：91，1　　賓5・颪斤4丁ラ
0．07　各　　　　　　　　　　多rゴ　　2　　1isX　　　377　　　　〔｝．0

全載…s体纏舗τi繋謬灘　鱗1壽：ll：1

4，9

3．S

3．5

5．0

6．6

4．5

4．2

4，9

4．5

1ρ遥｝llll、響、51欝｝）カ、ti：にして，羅瀕室1冊…於噸欄は郷（稚

麟3｝蝋稚・2・、m．・・5jk）躯嘔（稚、12・・m・・0分）第蠣Glヒ・12°cm・10分）は

150cm．10分）等が多v・けれども肇↓照慨より　比較的短力・く第5磁（第1齢120cm．10分）は．

署しい塘加とは激へないQ　　　　　　　　長い結果を示してねるq　　　　　　　．
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　　　　　　　　　　　　6。實験総括
　第2實験に依り紫外線を稚慧1明に放射するには150cm．10分3くは120　cm．10分の放射1・臨よ

1比獄朝に放射せるものより稚獄期に行へる擬が遙かに良姫の域績を示してゐる。

　　　　　　　　　　　v第3實験
　　　　　　　　　　　（稚顕期赤外線放射實験）

　　　　　　　　　　　1．實験大要
米國B・・di・k製Z・alit・，　Z－1蹴型・120　V・lt・，600　W・tt・，に依る赤鰍の家欝1にゐ蟹

す影響に就v、ては昭和5年（1930）5月獲表した。其の後該獲生機に故障を生じたために前記の

嘩生機（オーヶン民Sollux熟光線燈）を新調し實験を績けることにした。本實験は稚獄期密

鵬の赤夕隙利用を主Mki　，！，して昭和6年（1931）購岐10聯セを用畝の11謝綱（雛

蟻量0．1g．）を設定し、普通育（第1置）を除いて他は何れも稚麓期中は段ボール製箱を使用し

て飼育した。

第3喪験の試験厩設計

論藏一∵一・一一璽』L一放射・削厨二蒲．・巨離丁放一葬蒲鯉「蒲r署r

飾　　1　　i，置
第　　2　　甑

第　　3　　賊
第　　4　　厩
第　　5　　1，“；

第　　6　　1硫
第　　7　　甑
第　　8　　腱1
第　　9　　11醍
第　　10　　鷹
錦　　11　　1旺

齢齢
】．－3

1－3
1－3
1－3
1－3
1－3
ユー・n・，9

1－3
1＿3

Cl；δ

60
60
8t）

80
80
100
100
100

1　　　　　　　　　2・纒過調査
　　　　　　　　　　No・9　緯過調盗袋

5
11）

15
5
10
15
5
10
15

普通奇（劉照）

箱育
鮒育
篇育
繍脊
雑育
箱育
筋育
雑育
箱育
箱育

＼1．．寃Uー堕L＿L．齢
　　＼、　　　「　食　　眠　　合｝

試駆＼＼n　lla灘　計
第　　1　1“｝1
第　　　2　　圃
第　　3　置
纂　珪｝：湊

第　　 6　　1、置
第　　 7　　1畷
第　　8　1，旺
第　　　9　　畷
第　　10　斑
第　　11　帳

tl時
3．6　　　0．18　　　4．0

　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　e
　　e
　　〃
　　〃

2　　齢
食　　眠　　合・
薬　　巾
時　　　臨　　 旨卜

L）　，5　　0，2Q　　3．01

2．3　　0，22　　　”

2．1　1．0　　　”
2，3　　0，22）　　　tl

　　〃
　　〃
　　〃
　　m　　〃
　　〃
　　〃

3　　齢
食　　ll圧LT

桑　　rll
ll寺　　晦

合

副・

2．21　　　1．10　　　4．7

　　　ク
3．O　　 L7　　　〃
2．21　　1．10　　〃

　　　〃
コ　　　　　tt

3．0　　 1．7　　　〃

　　　か
2。21　　1コO　　〃

　　　か
2018　　　　1，13　　　　”

　　　tt．
　　　、試験圃．∴＼

’　　　　　第　　 1　　11置

　　　　第　　 2　　i，｝’こ

　　　　弟　　 3　　匪
　　　　第　　4　　1・暇

馳　’　　　　　』r・　・　一・　　　　　一　遇翻．　吊　　“　　　‘了　　　＿『　　　　　　ww

4齢　lr）齢
食　 眠　 含
ii韓　中
ll｛F　　μ芋　　計

3．19　1．1｛3　5．11

　　〃
　　〃
　　〃

食　 含
桑
時

5．ユS　ろ，1S

5。17　 5。17

5。18　5．1s

　〃

全　齢
食　 眠　 合
，桑　巾
噂　　1曝　　計

17．214．1｛i　L7L｝。13

’17．IS‘t．IS　L）u）．12

17．Y」04．17　 2三）．1～；

／7，194，11．8　　22，13
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第　　5　璽
第　　　6　　擁
第　　　7　　囁
第　　　8　　！桜
第　　　9　　腿
第　　　10　　1置
第　　11　　涯

3．17　　1，18　　　”

　　　〃
　　　〃
3．18　　1．16　　5，工0

3．19　1。16　5，11
3．17　　1．18　　　”

3．19　　1．16　　　tt

　　〃
　　〃「

　　ケ
5．17　 5．17

5．1S　　5．1S

　　”　st・，・

5．17　5．17

17。174．20　22江3
　　　〃
17，204．17　　22，13

17．204．16　22，12
17。194，18　22．13
17．17　4，20　　22．13

17．154。21　22．12

鯖軒醐膿8・．2・F，・83．3％lc於て鰍瓢の鮪欄観るva第2醐後は舗験

圃移少経過の差蹴現はすが全齢を通算すれば釧嘔と耀観肌典伽・

　　　　　　　　　　　　　　　　3，体量調査
　　　　　　　　　　　　　　　No．101　体量調…ff表

・『、諾
　　　　　　＼
　試験臓　　　＼

第　　1　颪
第　　2　1畷
第　　3　　賦
第　　4　慨
第　　5　旺
策　　6　1di
第　　7　臓
第　　8　！舐
第　　9　匿

1　・　齢　　　4　齢　　　5　齢　よ
池 盛 眠　　　　　　　1騰　　起　　盛　　眠

l　i團　　　懲　　　慰 ww　鑑　　ew　・ma　熈　　竺
講220．43　19，65
3．08　　　19．46　　　　17．68

3。01　　 20．23　　　19．01

2．97　　　20．141　　　17，5S

3．13　　 18．32　　 17。5S

§・88職ll：1郵、7：、、、。・：・・83：・・

1S．47　　110．23　　91．孟～4

16．75　　　99．75　　　S7．81

16．S7　　102．10　　　S6．06

16，60　　107．56　　　85．85

16．51　　104．2S　　　S6．79

17　13　　106　21　　　85　91

85，20　　　3SS．5S　　304，90

82．59　　　377，96　　303，34

S1，25　　　3S3．62　　2｛　7．78

SO．91　　373．99　304．60
81．85　　　369，20　　295．83

S1，10　　　379．69　　293．98

79，～）0　　　3S2，55　　31S．64

蒙ll匿1・：28・8．98・8・・5・7・・6・・・…S7・8・［・…。4°6・　，5°2S4’・56

催謙の撚より云へ齢3齢溺∫聯樋じ略拗欄醐照1嵐砒して鰍・鯛鈴
盛獄灘鍮・於て翻反する1賊を示し縄唖嘔観るt・Eる副1聯81駅8°cm・15

1翻lill灘lil総燃騰ll　llli馨羅i難

分）の如きは共の例である。

4，頭撒調査
N）．11　　頭数調査表

一　こ・　　　　　　r－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　’　　匡”　　　　’
＼一_．齢

　駅瞼旺　　＼＼

第　　1　鳳
第　　2　甑
第　　3　1亟
第　　4　1蕨
策　　5　琶

第　　6　1置
第　　7　11援
第　　8　1置
第　　9　1斑
第　　10　圃
第　　11　1eE

3齢

lc，r”2

i　3．3
　1．7
1：1

1　3．7
11il

　1．ブ

14．1

4齢

6．2

3．3

1，7

2．9

2．1

4，9

2．1

2．5

5齢

6．6

3．3

1，7

3，3

21

um　㎜ @　減獄歩含ぱ全齢を通じご第3匝（60．m．5
上菰　螢繭

1：lll：1、m．　5分）カ、臥舞、、1脚・・，m．・5分）

il　Pt　1，7

1鋤1：1が琳多い・ePS放蠣は蜥幅砒べて減

＿．＝＝＝．一
@　分），第5賊（60cm．15分）．及び弗9摂100

1：ll：li9：417：、

o「．8　　10．4110．4117．4

゜　1　　　・

隻：ll：鵠：1慧が蜘と云岬る・
2．9　　2．91　S・7

　　　01137

数妹：は掃立頭蜘（封する滅憲歩合を示す。以下

頭数調査表は之れに串ずる0

　　　　　　　　　　　　　　　5．JI女1　繭　 調　 査

　　　　　　　　　　　　　　No　
．　12　　　　　　　　　　　 1LSC　　　　　 繭　　　　　 ｛護轟」　　　　　墾丑　　　　　表

＼、＼　　項
　　＼＼・、．　目

　試瞼甑　＼＼．
　　　　　　　＼臨

t－＿＿　一一一一一…　｝｛

第　　　1　　匝
第　　　2　　1斑
第　　　3　　憾

上』P翻下酬創翻翻蚕慢塑L禽1螢
一璽…一一＿＿璽一」＿璽．一＿一＿難．＿＿

．威，訂冨剛i鮎口　li劉1醗
繭　繭．．一一一t一壇　一一＿．一＿蝶」一一＿＿＿＿一一一……一一・…瓢一一…鳶



箪一・二號〕　　　　家勲こ及ぼ螺粥荘1蜘ζ妙榊の影叡第11艮）　　　　　　撚

銘　　　4　　1賊
魏　　　5　　　匿

第　　　6　　　1・竃

第　　　7　　　匿
ゴ裳　　　8　　麗
猿　　　9　　匪
猿　　10　　1鉦
卵　　11　　1亟

208
2i4

200
200
180
208
203
1S2

5

4

e「

8

玉

3
0e

箋

8
8

11
9

20
7
9
6

221
226

216
21S
200
225
215
193

352
355

339
340
308
362
336
3（）O

サ

i？」

霧

＄

三

三

器

§z

苧δ

コう

§乙

』」o

390
3s8

385
391
378
408
373
332

90．25

91．49

8S．05
86．95

81。48
88．72
90．08
90．36

魏激の多v幅を順雇峯難げれば第3涯（60・m・5分）、第5蝋60・m．15分）、第91鉦100

cm・5分）及び第4　厳60・搬・10分）である・牧歯糧に於て‘ま第9凪第3鳳第職（80

cm・10分）・第4匝及び第51置は其の順位に鋼∫1員眠より可成りに多V・。然るに上繭の亜量歩合

に就voては塗1照匪より放射厩が一般に劣つて居る。要するに100cm．5分、3ぐは60cm．5分

の放射に依つて産繭量・顯撒の増加を起して優良なる隣績を示してゐる。

　6・繭質調査　　　7・産卵調査　　　8．蛾の齢調査
　　N・・13繭蜘醸　　　N・・14醐・調鹸　　　N。．15蛾吐欄戯
　　　　　　　　　＿＿＿＿三　　　　　　　　　　　　一　　　　　　〇n

＼8、、難

試風姦＼蓉

環嘔li薙1§

難雛1
第　7匿　　　12・4
第　S囲　　13・0
多菖　91蓬産　　12。1
第　10　1猛　　　　12，4，

第11甑

繋　＼ぐ，

蓉　　試脚金＼
　　　　　　　　　　＼

受2F．

　均
精愈

卵撃

蔀　＼ミ1・

卵毬　　　識國＼

廉il　灘麟「マ　癖1炉゜

lll難魏騰…l　l鞭

曜

換

1o

撃

112・5iS6・4　　　　駕ユ111：llil622　ユ　　　　第11砿

ll：9　舞・8｛裏i罐樗　　豪11蕪

6．7

5．0

4，0

3．0

4，4

4．9

4，S

4．4

6．9

3．6

6．4

雄
　ニ

架

ユo

撃

4．s
o「．1

6．7

5．4

3．8

4．9

5．5

5．0

5，2

3．6

3．5

雌

雄

均

5，8

5，1

5，4

4．2

4，1

4．9

5，2

4．7

6．1

3．6

5．0

雌儲1°欄査　　　酌轍に方隼て最も多いのは　放射は概してlllゆイ論【鰍

放雛は一般に醐紗　第2蝋鰍射身縮）にしてを酬1するを常とするが鯛

合繊少する蜘鯵あるe次に第10臥100cm．10分）匠（100、m．5分）脳∫賑

　　　　　　　　　　　　第9i硫（100cm．5分）であ　　より却つて延長してゐる。

　　　　　　　　　　　　るQ街勲で第1滝（無放射普

　一　　　　　　　　　　　　通育鋼照）が第2慨より産卵

　　　　　　　　　　　　撒の多レ蝿llは注図すぺき所で

　　　　　　　　　　　　ある。

　　　　　　　　　　　　　　　9．實　、瞼　総　括

第3實瞼の結果を要約すれば稚3灘川llこ赤外線を毎ri　lOO¢m．5分放射する瞳文は60cm．5分

臓は減翼歩斜紗く、牧lll膿を塘し、藤卵数も亦多くなるが繭厨歩命は寧ろ減少する。特に前匝

に於て共のftliifr］は翫いと云ひ得る・鍛ボー・喫肺嗣龍嘔1譜通飼静r紛よTり灘紗倫

が砂く、薩卯数も概して多いことを認める。

　　　　　　　　　　　　　　　VM第4寳験

，　　　　　　　　　　（稚鯉：期紫外線ゑ1量外線綜合放射實瞼、共の一一一t）

　　　　　　　　　　　　　　　　1，貿験大要
　本實験は以上紫外線並に動そ外線の1灘卸こ及ぼすjll欄的影響を誌礎とし、更に雍嶽期に於ける



1146　　　　　　　　鐡　　綜　　雛　　隷　　誌　・　　　　　〔第入巻

爾光線の綜合的影響を究め以て爾光線の綜台的最漉放射度を知らんとし7cのである。材料は昭

和7年（1932）秋慧・秋4號（宮崎縣獄業試験場、目支交難種）を以て次の18匝を設け飼育

は第1置（鋼照）を除いて何れも稚鐡期中は段ボール製箱にて飼育した。

　　　　　筋4賓敵の試験顧殺計

第　1巌
第　2匿
第　3匠
第　41亟
第　5匠
第　6麗

第　7鳳

第．　8眠

第　9廠

箪　10匪

粥11龍
第　12隙

第　131姦

第14圃
第15旺
第　161薩

第17匿
第181亟　　　　i

放射光隷

紫外線
紫外線
赤外線
紫外線（

赤外線
紫外線（

赤外線
紫外線（

赤外線
（糊隷
（撚薯i

（業舞1

（撚難

（翻隷

傑購
（探耀
紫外線
赤外線
（蒙多懸

放射時期放射髭巨離

齢　齢
1－3
1－3
1－3

1－3

T－一一3

1－－3

1－3

1・一・3

1－3

工・－3

1－3

1－－3

1－－3

1・・－3

1－3

1－3

　anl．
　ユ20
　ユ20

　60
　120
　60
　120
　60
　130
　70
　130
　70
　130
　70
　130
　70
　130
　90
　130
　90
　130
　90
　130
　90
120一ユ30

60－90
120－130
60－90

　　　1
放射i綱P備　考　撤の奴第・61超、・7

分
5

10
5
5
5
10
5

3
3
3
5
5
3
5
5

3
3
3
e「

5
3
5
5
62
47
62
47

の紫外線及び赤外線を同様に放射したものである。

冊通育（封照♪　1匝、18匿は光線の放射方法

箱育が魎撰つて居る。聯
鵜喜ユ嘔（紫鰍聯3瞭り
箱育第15魔での舗の糊
　箱　　育
　　　　　線を蓮績放射したものであ
　箱　　育
　　　　　る。随つて放射蹴離は120
箱育　。m」運130、m．であ轍
箱　育　射時間は夫れ等各Pt＿のfi計

箱　　育　　の62分である。第17瞳（赤

箱　　育　　外線）は第5霞より鶴15賦

箱　育　　までの各・匠の赤外線を蓮績

雑育　放射したものである。随つ

箱育　て放射欄佳は60・m・7鹿90

箱脊墜であ轍射嚇鰐辱の
箱w　合計の47分である・第18
箱　脊　圃紫外線、赤外線は策1臨

箱育　及び第2厩除く他の醐

　　2．経過調査
No．16　継過調査表

㍊「1唱齢
　　　　一一一一・．一一一．一＿t　　　　　　　＿＿．＿．．一一＋一一．＿＿

　＼別　食　　　　　ll民　合

強迅騰針計
　　l　n瞬第1甚蚕13，101，04．10
第21躍1　　〃
第3醒l
　l　　　　”
魏1S1・竃

2　齢 3　齢 4　齢
食眠合食眠合…嶋齧 ｰ　

ﾒ目…

桑　中　　　桑　申　　　　　　　　　　　桑　中
時．＿li蓮一一鋤．＿1晦　　i噛一　．計．．椿　ll曝　　計

2．21　0．213。18　3．1S’1．095．03

2．18　1．0　3．18　3，151．125。03

　　〃　　　　　　　　　　e

4．061．11　5．16

　　〃
〃

5　齢
食　合
桑

L晦．　計

全　　　齢
食　　眠　合
桑　中
臨　時　計

　　　　6．ユ76．17三IO．234．172tt）．16

　〃　　　　20．174．2325．16

〃 〃

2F均盗漁度75．4°F、79．1％に於ける獲育鰹過燥各試瞼確大塞を認めなVs。殊に爾光線の蓮

側姻を行へる第16・17・18、の畿に於て蝋肋館纒過1で限つては著しい影響のないこ
とを知る。

　　　　　　　　　　　　　　3．体量調査
　　　　　　　　　　　　N（）・17　　　1イ‘　舜　　擢周　　rert　表

」墜胞ご望疑三讐一一劃愚蜘璽睡魁騨し起曝・副繍
㌃蕨這一ミ種一燃…／．・・L4・蛉｝ヨ齢

第　　　　1　　　　1藪　　　　　　　ll　乏5：i）6　　　20・45　1　11）・2δ　　　§蒲≡「玉πδδ「『『　蕊・00　　’ξ10　　　　；『、



錦一、二脚　　　　　 家鋤（及ぼナ紫僻ll並に赤外線の影響（第1　il・ll）　　　　　　　1鰐

第　2　歴
第　3　厩
第　4　1鉦
第　5　腿

第　6　厄
第　7　1躍
第　　8　1匝

第　9　厩
第　10　ta・’e“，“

第　1．1　闘
第　12　頗
第　13　国
第　14　斑
第　15　1凪

第　16　賊
第　17　颪
第　18　匠

3．46　　　　20，90

3．37　　　　21．05

3．54　　　　王9，85

3．41　　　19．90

3．5S　　　20．75

3．50　　　20．55

3．42　　20．05
3．59　　　ユ9．95

3．51　　　　20．55

3．50　　20．60
3．50　　19．00
3。67　　　　21．tt｝0

3、30　　　　20．4あ

3，45　　　21．00

3．08　　　　17．35

3．56　　　　19．85

2．86　　18．35

19．55　104．50　103．60’
ユ9．85　　100．50　　　99．00

ユ8．45　96．00　100．00
18。25　　106．5疋）　　100．QO

19．25　　102．00　　　96．OO

19．20　　103．00　　10匙）．50

：18．75　　　9S．00　　　96．00

1S，55　　102．50　　　96．50

19．20　102．50　94．50

19．30　　102．00　　　95，50

1S．25　100．00　go．r｝0
20．10　　105．00　　　96，50

19．05　　103．00　　　92．00

19．60　　100，50　　　92．50

15．40　　　89．00　　　85，00

18，50　　　95。50　　　91．50

16．40　　　90，00　　　S「r、OO

87．50　　410　　310
90．50　　420　　：；10
92．50　　410　　320
91．50　　　　420　　　　　320

8S。00　　　　430　　　　　330

S9．50　　　424　　　　340

90．00　　414　　330
89．00　　　　400　　　　　330

85。00　　　　400　　　　320

90．00　　　　420　　　　　314

80，00　　　　400　　　　　330

90．00　　　　410　　　　330

80．00　　　　370　　　　　300

87，00　　　　380　　　　　320

82．50　　　　360　　　　　300

82．50　　　　410　　　　310

81．50　　　　380　　　　　300

　体量の重い1置は、第3齢は第2岡（無放射箱育），第6阻（紫、120cm．5分、赤、60cm．5分）

第13慨（紫、130cm・3分、赤、90cm．5穿）で、第4齢は第21旺、第31厩（紫、120cm。5分）、

第7置（紫、020cm．赤．60cm．5分）及び策13匿にして、第5齢に蚕れば第6園、第7賦の体

量増加が明である。要するに休量調査の結果は第3齢に於て放射廠はS“一・t照随より体量が軽い。

然し批慧期に至れば放射寵の紫外線120cm．5分、赤外線60cm．5分甑及び紫外線120Gm．10

分赤外線60cm・5分は却つて重くなる。叉紫外線の理緻放射の圃（第16匠）は赤外線の夫れ

（第17隈）より休量の減少が茜しく、爾光線の綜倉的漣績放射（第18置）は箪猫的連績放射（第

16厩、第17翫）の中庸の；姉1｛を現してゐる～二とは注同に偵する。

　　　　　　　　　4、頭敷調査
No．18頭数調査表

試漉囲

第1嘔
第21超
第311置
第幻磁
第5頂五

第6甑
第71躍
第8斑
第911竃
第10臓
第11斑
第12囲
第131aE
第14題
第15圃
第16遜
第171置
第1SI伍

2齢

　％3．7
7．2

7．6

8．2

8．9

7．6

s．9

7．2

8．9

10，8

5．6

7．6

7．4

5．6

4．3

16．3
ユ7，1

15．2

3齢

6．1

15，6

10．0

11．1

7．8

s．2

9．5

7。4

12．6

12．4

7．6

9．S

9．3

8．0

7．2

21．1

23。0

24，1

4齢

14．1

23．0

14．1

15．6

15．2

12．2

13．7

13．7
1，S　．7

1S，4

12．1

13。9

13．9

14．5

1Li）

33．s

31．7

34．1

5齢

16．3

3L7
14．1

19．5

17．8

14．8

16．7

14，8

18．9

21．7

16，5

工6．5

17．s

鋤．2

15．2

43，s

41．6

47．7

上籏

32．S

49．5

27．8

43．4
40．6

26．0

28．2

35．1

46．9

47．9

35．1

4s．6

筋．5

G4．9

52．7

7コ．9

55コ
70．δ

頭数調査に依つて見る時は力妙櫃の第2

督繭　齢及び第3齢は封照礒より減鎧歩台が多く

一　　第4齢と第5齢に至れば寧ろ第6圃（紫、
纒120、m．　5分、赤、．60、m．5・」、・）、第8慨（紫、

端130・m．・3分、赤、70・M．・3。・、・）、第1鳳紫、

s1’2@130cm．5分、赤、90：m．5分）の減鑓歩合

器：量は蝦櫃より謝・る。数齢の際に於け

ll：1る調査融れば第3画（紫、120・m．3分、と

56・2　第6慨並びに第7圃（紫、120cm．10分、赤

翻60、m．　5分）も依然として1購歩合が妙

犠である。鵬醐幅の1蠣齢砒鱒れ一
1）’・o @ば弗17旺（紫外膨｝Dが最も少く、第16慨

糧（赤外線）こ顧歌ぎ第1躍㈱徽）は
8nl　．7 @概して多くなる。

　　　　　　　　　　　　　　5．牧繭調査
　牧繭穎数及び全重奪走に就v・て見るに多いi磁よ第3厭（紫120cm．5分），節6賊（紫、120cm。

5分、赤．60Jm．5分）及び第7擁（紫、12（、crn，10分、赤、60cm．5分）で1：繭重彙歩合に於ては

．第4醒（紫、120crn．10分）、第12匝（紫、130．m，3分、赤、90crn．3分）及び第15置（紫、130cm．

5分、赤，90Cm，5分）等である。蓮績放射の3随に於ける成績は概して策17斌（赤外綜）を

良とし之れに次ぐのは第181蔽（爾光線）で策16榎（紫外線）がii’iも劣つてゐる。
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No．19　　　牧　　繭　　轟瑚　　癒　　表

＼
＼＼項目
試験1置＼＼＼

顯　　　数
上

繭

下

繭

　　　　顕第11，置　2脇
鯵2匿　171第319　239
第4圏　

210

第5斑　 177・
第61畷　248第　　　7　　1・斑　　　　　　257

錦8ItE　216
第9醍　

176
第　　ユ0　　鼠　　　 ・　　164

第11龍　ユ86
第12畷　

171

第13硬　
151

第14属　
95

第151置　177
第ユ6颪　 70

第17匿　
171

第18匿　
85

26
18
16
8

16

14
ヱ2

20
ユ0

ユS

24
14
13
24
ヱ3

10
6
19

同

功
繭

13
12
15
11
16

24
19
ユ3

7
10

ユ3

6

9

3

4
6
4

合

計

261
201
270
229
209

2S6
28S
249
193
192

223
191
173
119
193

84
183
10S

重　　　　 量

上

繭
一i「－

374

2％
405
355
304

426
436
376
307
276

315
301
241．

156
400

114
2s5
140

下

繭

同

功
繭

合

計

40　40
30　 40
25　 50
15　 30
25　 60

25　 80
20　 60
2t）　 50

2｛｝　，25

25　 35

45　 40
20　 20

20　3045

20　 10

15　 工5

10　 2」

25　 ユ0

454
．365
4SO
400
389

531
516
446
352
336

400
341
291
201
430

144
315
175

上歩

繭合
％
82．4

80．8

84．4
8S．8
「78．2

80，2

84．5

84．3

87．2

82．1

7s．8
8s．3

82．8
77．6

93．0

79、2

90．5

80。O

6．繭質調査

No20繭質調ma表

＼　＼、顎目
　　＼＼＼
　試戯匿’＼
　　　　＼
　　　第11鼠
　　　第21鉦
　　　第3匿　　　第41亟
　　　第51置
　　　第61醒・
　　　第7賊　　　錐81醸
　　　第91置
　　　第101斑
　　　餌11EsF．
　　　第12匪
　　　第13腿
学　　第ユ41畷
　　　鱗淵
　　　第17楓1
　　　第ユ8旺1

繭

長 幅 目

crnコ

3．44　　　　1．80　　　　1，71

3．44　　　　1．87　　　　1。75

3，44　　　’1．85　　　　1．77

3．39　　ユ．85　　　1，73

3．46　　1。80　　　1．73

1　　3．51　　　1．87　　　　1．SO

、　　3．50　　　　1．87　　　　1．74

3．47　　　1．84　　　1，72

3．52　　　　1．89　　　　1．73

1　3．57　　　1．85　　　1，74

3．54　　　1，87　、　　1，73

3．45　　　ユ，85　　　1．74

3．53　　　　1，91　　　　1．77

3．51　　　1，88　　　　1．75

3．48　　　1．89　　　1．73

3．5S　　　　1，88　　　　1．7S

I　　3．48　　　1．84　　　ユ．71

登※

『
17。13
17．98

17．80

17，60

16，78

1S。20

18。10
1S．03

18．70
18，00

17．93
コ、8．05

18．00

17．78

17．60

16．SO
1730

3・49ユ・851・76」・7・4・

繭※　｝蜥※　 、．

　　1一鑑．L劃叢一蒸．
9・

2．，50

2，85

2，93

2。85

2。63

2、95

2．93

2，90

3．OS

2．80

s＞　．　s3

2．88

2，go

2。78

2．SO

2。50

2，75

2，63

16。46

16．19

15，67

16．21
16．ユ9

16．08

16。47
15．5G

15．78

15．96

16．11

15。64
15，91

14．SSI
15．90

15．11

9・ ％ 9
14．王3 82．49 0。

14．73 8L92 o．

14．65 81．74 0。

14．⑰8 83．41． 0．

14．33 85．40 ⑪．

0。07

0．05

0。08

工5，18　　　83．41　　　　0．08

14．95　　　82．60　　　　0．08

14．SO　　　82．09　　　　0，08

工5．50S2，89　0．09
15，03　　　 83。50　　　　0，05

14．80　　　82．54　　　　0．05

14．85　　　82．27　　　　0．Of三

14．85S2，50　0．07
14，40　　　80．99　　　　0．09

14．33　　　81．42　　　0，06

13、3373，39’o，06
14，15　　　81．79　　　　0．OS

14，4082．76　0．05

※雌雄各10纐の耶均の調査

醐多麹すれば鰍射識鵬肇撚1磁り一般醐大となる何1がある。次に纏渉合洲寺
に多嘔として聯g風紫・130・m・・3分、赤・70・t・lt．・5分）、鋼玉1双紫、120cm．5分）、郷

賦（紫・120・m・　5分・赤・・60・m・・5分）卵4匝（紫．　120c・i．・10分）、第7颪（紫、120、m．　10分、

赤60・m・5分）の1i雌である・叉虫淋歩合の獅もの獄の順位圃皇暁・ぱ第鵬（赤、60、、、1，

5分）・第1嘔（紫・130・m・・5分・赤・70・m．・3分）第6臓び第4瞭ある。，
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　　　　　　　　　　　　　　　　7．蛾の生命調査

一遡査一、3欝易，131臓脇撚徽　1潔1；（麗

項

試鹸匪

目

錦1齪
第2甑
第31躍
第4匪
第5匠

第嘔
第嘔
第S甑
第9腿

堆　　雄
ヱド　　亭

賀　奨
1．o　　1o

磐　蜷
　臼　　　u
11．3　11，1

10，5　8．2
11．9　14．3

難　・鰻い・期試難・翻・搬嚇鰍つでド畷の
　　　　生命を短縮せしむることぼない。
雫

均　　　　　　　　　　　　8・實　験総　括

111h　　　第4實験に於ける無放射め普通育瞳と箱育とを比較するに、

，1：1　概して齢がよく、放射甑中では光線の聯揃方女猟よ姻

第1°副「13・413・213・3c1。．1嚇赫線6・。n5分の放朧行つたものである又

1§：1｝1：9聡1　鰍の綜合白勺放射1・跡｝綿llで優れて居る・醐・紫轍120。m・

、4．3、2．71ユ3．5　5分・赤外拶註60・m・5分を放射する1耐普1鵬に比べて継

都欝潔　過厭焔影考鎌儲休髄・曾し繍紗含を減じ淑㈱数
i11．112．2　11．7　　及び重量を糟加する。之に孜ぎ良成績を示す廠は紫外線120

劉熱1：旙：隅：1辮醜纐翰す獅搬、，興一、悪脚、紫，鰯夫

郷劉瀦｛翻｛1：1れより伽轍である．珊ラ蹴礁舳煙鰍射す翻
第15驍t・613・7i12・7　（1に螺タ隙のみを≦鯛ド・勺に蓮徽射するより嚇肋獲育

難器睡［鰍醐・
　　　　vlx第5實験
（稚獅91紫外紘赤外彩融含働欄験、共の二）

1．實験大要
　本蜜瞼は第4實験の結果より得た紫外線と赤外線の稚叢蟄：期綜合的放射の影響に關して鷲兇に

封する適常の放珊程度と推定すべき2試験楓を取出し之れと普通育、箱育及び爾光線の軍猫的

放射との比較飼育を行ひ、以て独，鑓飼育殊に稚獄密閉飼育に就いての刺戟光鞍として爾光線の

利用を考察せんとしたのである。材料獺は昭和9年（z934）春獄に支4號を次の6試験磁とし

各1舐蟻量0．5g．宛を掃ユ宏て、飼育は普通限を除いてf町れも稚獄期中は段ボール製箱にて行つ

た。

猿5實瞼の試瞼圃設計

諭一型放1射光鱒駒・期1放鵬轍繭儲1明備　考
普汕　育　1磁

箱　育　匿

紫外線嚴
赤タト線1麗

爾光線第1甑

雨光線第2颪

紫　外　線
赤　　外　　線

（雲多際
紫　外　線（

赤　外　線

齢　齢
1－－3

1－3

1－－3

1－3

　（’m　

ユ10
｛｝o

uQ
｛；0

120
60

2．維過調査

5

5

5
あ

ユ9

0

分

調’　　照
箱　　　育

箱　　　育
箱　　　育

箱　　　育

箱　　　育

李均淑漁度72．9°F、75．9％に於ける磯育纒過を棚鵬すれば普1副ll荒に比し他の試験颪は樫過

日藪を短縮する。就申紫外和艮甑は共の傾陶が明炉σある。
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No．22　　　　魯愛　過　　1調　　三蛮…　表

＼齢
　＼、　軽荊1

　　1試験Ptl
’普|誘1
箱育匿i
紫外線圓
赤外線1躍
輌光線綜
合第1置
爾光線綜
合第2歴

1齢
食　眠　合
桑　中
時　時…　計
tl　IES

4．20　1．16　6．12

4．1S　L18　6．12
〃

〃

〃

〃

2齢13齢
食眠合食蔑合食1眠　合
講蹉計騰＿鍵一雪卜繍轟鍬
3、0　1．12　　4．12

〃

D

e

e

〃

3．ユ2　　1，12　5．0

3．6　　1．15　4。21

　　〃
　　〃
3，6　1．185．0

3．6　　　1．12　4．18

・齢1・齢1企齢

3．IS　LIS　tt＞．12

3．15　1．18　　5。9

　　〃
　　〃
3．15　1．21　　5．ユ2

3．122．0　5江2

食否1食眠食桑　　桑　中
ll｛li謝・　暗　u｛F　計

6．26．2「21．tL　6．、。27．ユ4

6・… 煙?Q6・・5－・’7…

器器lll：嘉鵬ll：ll
6．、6。、1，。．166，2、27．ユ3

6．76．7 20．19　6、18　27．13

，　　3．体量調査
　　No．23　　　　H‘　量　　註周　　査　　表

寵≧蚤1起議＿1轟蚕i起懲｝盛齢
　　　　　　　　　9・　　鶉舞通育1遥ζ育（封　 貫握　　　　　舞：濤　i：9：象　　　　｛き：韮　　　9，il：ぎ　　　孚乙：き　　1　　毛｝8：9　　§§9：8　　茸≡ξ9：8

　　紫　　タト　　　窮良　　1，暇　　　　 2．S　17．6　　　　16．4　　　73．2　　　73．O　　l　70．2　　361．0　　3∫～0．O

　　，｝ξ　　タト　　　輝芝　　龍　　　　 2．6　16．8　　　　16．0　　　75．露　　　75．0　　　　69．4　　361，2　　344，0

　　爾光宗泉　 第　1　唾こ　　　　2。8　17。4　　　　16。0　　　75．（｝　　71．S　　　　69．G　　360。S　　334，0
　　雨　光　赫毛　第　　2　峨　　　　　　2．8　　工6．4　　　　　：L6．4　　　75．4　　　74．6　　　　　70．6　　　3G1，6　　　33Q．O

箱育阻は各齢を通じて他の試験厩より一般に体量が重く、紫外線匿及び赤外線慨は之れに次

ぎ爾光線第1旺及び第2輝は普通育颪（劃照）に比し熱獄体量が輕い。

4．頭撒調査
No．24　　　頭　　数　　謹瑚　査　　表

翻r＼塑ll・酬・副・釧上籏］髄　　紫外掘峨継舗谷鰍
普通龍（劃’照）t

箱育圏1
紫外線1底
赤外線匪
爾光線第1麗
爾光線第2旺

％

6．6
4．1．

1。6

6。1

2．7

6．5

8．2

6．7

3，6

6．5

4．S

7．9

10．5

7．2

4，3

7．7

7．4

10．7

10．9

12。9

6．6

11．6
ユ1．2

12．2

12．S　　にかなり砂いが他の試駒厭は普
14．7

1寡：舞　　　　通育賦（封照）と大差を見出さ

12．8

13．3　　ない。

　5．牧繭調査
No．25　　SlsC　繭　　｝調　　翁…　表

項1：1　　願　　　　数
　　　　　＿ヒ　　　ril　l　一ド　　　同　　　　　1司

試験1銀　　　　　　・　　功
　　　　　繭　繭　繭　繭　 計
　　　　　1　頼　　旨111　　聞　　魅［　　即華午　涌　育　1昼五　（捌照）　　　932　　　　20　　　　　5　　　　15　　　　972

茅盲　　　　　　育　　　　　 1、藍　　　 937　　　　29　　　　　5　　　　：L9　　　　990

紫外線　1，1－1，1031　11　S　19　1069

輪撫羅鷺i鰐1§羅

諏　　　　　　　勲
上　 rP　下　 同
　　　　　功
繭　繭　繭　繭

鞠輝撫ぎ
｛：1，il／鵬11鴉

L66S　30　　5　・li｝「
1．6S5

合 上渉

1汁　繭合
K，9t．

ユ．7｛）4

1．742
1，Sl）9

1．71；3

1．74s
35　　　　　5　　　　20　　　　1．7，tC｝

fc

93．3
91］，6

9ξ～，9

94，8

95，4

96，2

牧繭全顯凝故は紫タ協1猟が特に多く、之れに次ぐもの瞬1弓光線第11砿赤外線1砿にして爾光線

第2挺は箱育圃より砂）・結果となる。術牧繭璽E漏i：に就いては紫外繍・凱爾光線第11嗣す光線

第2甑の順に重い。然しh繭歩合に於ては爾光線第2旺が他の11置より優つてゐるo
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　　　　　　　　　　　　　　　6．繭質調査
　　　　　　　　　　　　　No．26　　　潔薗　　質　　詮瑚　　≡査…　表

一期　　　　　　凋】tmu　　　　Xt　　　－摺　　鵠幽　　　　su隅隅礁…　　　　　　　隅　　　　　　　　　　一粛冊

へ

＼び，㌧
　　＼＼厩

項Fl＼　　　　一一．．＼・

　　　　障
繭　長　iii罫

　　　　縞

　　　　　雌

繭　　　幅　　雄

　　　　耶均1．

1　瀞

　育
　1蔽
　ノA
　調’

　照
　）
　ヒ　ト

　3．OSO

3．044

3・ ｱ一

i2・112

　1．036

蚕重昂：

繭

暦

雌

雌「

雄1

弛
重燈1

雄

UPt・コE壁

均
　ル合㌔

1．574

　9。
98．00

80．50

　　　89．25

　　　1蜘
露、21亀。

　　　L「ロ
璽鼠　　13．00

－…一一 @　　％
歩含　16．10

｝　12驚0
　　　141もo

体

雌

雄

21産

均

1

難
歩合・

窺ゴ1こ1

嘉1

墾
渉脅1

蜘　　皮　　鷺

　9・
S4．00

　％
S）．70

　kt・

66．50

　，’

82．⑰o

　μ・

70．6S

　％
84．15

5．35

箱

育

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　F一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　怖　　　　　　　　　鷹酬凹噌幽一曽■

1占藁

3，ユ40

3．092

3，116

2．OS8

2。052

2．os5

紫

外

線

匿

100，r）

S3．50

3．124

tt，．116

3．120

2．060

2，06S

2．064

赤

92．00

】3．00

12，90

ユ3．00

1t5．60

ユ3．α）

14．　：30

86．50

86．10

e，　f｝　．　oo

＄L．｛IO

77，7t5

8L35

o．33

外

線

賊

3ほ88

3．102

3。14to

2．10S

1．996

2。052

謝ll駕

89，50

13、00

13．30

1：3．tt）O

16，70

13．25

15，0く）

91．70

13．50

13、20

13．00

16．OO

コ3，25

熱61）

爾

勲
課

第
ユ

輝

2．ls4

2．oδ2

2．11S

2、104

2。OOS

2．056

99．00

79．00

8900

爾　　　繭形は普通育1旺（封照）

羨　砒して鰍脚蹴に大

’1　・dt

13．00

1，9，IO

11．t50

14．60

12．25

13．85

84．oo　　88．50　　8垂、50

85．7・1・6．8。、8、．4・O

　　　　　　　　　　

｛］6・50i66・51）165、50

　　・　　　i

第　きく・灘渉合ぼ紫夕鵬モ

農　1蔽嚇轍齢多く・
、．｛、6一醗繍轍身寸幅酪
　　　　光線坦狐放射の観よりk憂
：｝．114

　　　　るとは云ひ鄭iい。術爾光
邑ユ35、　彩｝峯第1頂こぽ第21達よりも

2・132　勘い。踊休歩合は箱育賦

2．044　最も大で、紫外線甑が最

2．Q8S　　小で他の庭には大なる差

…i。。1。’勲認めなV・・

80．50　　　　　　7。　遽…gp調査

90　‘）5　　　　“No．27　　Jm．vp］mj蛮…表

　　　＼　　　一一”t
】3・QO　＼　項　　i
　　　　＼13，00　　　　＼

12．50　試＼　i三i

　　　　験＼

器．匿＼．
14．25　難揃郁「・（甥圏照）

　　　箱　　育　　1臓

8｛｝．OO　紫　外　線　1瓶

S6．00　旅外線1鉦
　　　爾光線第111置
66茄　附光綜第2醗し

’　

精
卵
t】t

均

To

讐

不
受
精
卵

均
翁

麩

　締　
1、11（》，2　　5．5

63！）．3　　5．9

6；6．5　　4．7

e）　L）　2．0　　4。0

620．0　　2。　L）

637・41　　8，9

82・10；81・701S2，，｛）O｛S2・60
・・．・・： E7．・。［，、刷、脳　醐傲は禰玉眼も多

，，，、。・84．，、1，、1、1，蜘く・伽閥糖蝋：鵬

　　l　l’・1’一礁漁）より多少勒・し
O・；’；0　0瀦　0・30　0・：’3　てゐる。

調査繭は50瓢とす、以下繭質調査は之れに墨ずる

　　各試験擁に於ける蛾の存命口数にほ陣しい　　　　　　　　　　1

差異がない。　　　　　　　　　賦珈1；1＼～即i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬs　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　．－　　Ll＼1
　　　　　　9・蜜験総括　　　　擶育醐i！ζ！）

・綜灘鍵灘欝警叢鑑鷲鐙搬　繋1βll；iil

　　8．蛾の生命調査　　　　　　N・28　蛾の生㈱冒醸　　　．
．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　璽牒瓢蒋蕊謹＝／『一・鞘…艦一買徽一一　一一一一冨灘蹴＿。、一

射のもの磯綴過、・嫡1、　、1柳轍蝋　ll難i細：：1

　雌
ユ】こ｛b

　均蛾
辮脈　．＿）

i　IL，V7rLT

｛12．1｝

lll：1

　13、｛〕

　12．6

雄　　　　雌
・ド爲　　雄

均撃　鑑

　　　10．／／］111．5

1L6　　　11．8
1C）．5　　11．7

9，9　　　11．．5

1〔、｝．9　　　12．〔｝

1．〔｝．｛；　　1L6

　　　　・



聡2　　　　　　　盟　綜　躯　雅　誌　　　　　　　〔第八巻
の生命には著し哩化は馳がヒ羅酵合はかなりに多い・然し欝騰及び　蠣歩合は妙謝

る傾向を持つてゐる。爾爾光線の綜含的放射にあつて紫外線120cm．10分赤外線60　cm．5分

の放射が紫鰍120。m．・5分赤㈱終60・m．5分の場劔り概して良成績を示してゐる・螺

’外線を120cm．5分放射のものは特に牧繭i豫多く、叉菌ll層歩含も多いから木實験の示す範園内

に於ては欝兇に紫外線を賜蜀的に放射する場合より赤外線との綜台的放射が必すしも有利であ

るとは諏ひ難いo

　　　Vlgx第6實験
（糠糊紫タ搬赤外線綜合伽嬢駿其の三）　　　　　　・

1．實験大要
　本實駒は昭和9年（1934）初秋鑓、郡是青×更4號を用ひて第5實瞼と略同一の口的・設計

及び飼育法を以て行つたものである。1蜘τ試醐超設計の記載磁玄に省略する。

（第5賃験設計滲照）

　　2．経過調査
No．29　　　潰璽　廻　　羅周　　1査…　表

魔鵡

普醐
箱育晒
紫外線睡
赤外線圃

爾光線
謬糠i
　第21畷

1　齢
一食

桑
晦

眠
中
時…

合

計

FI　時

3，100．214．7
〃

〃

〃

〃

〃

2　齢　　　3　齢
食
桑
眠
中

合　食
　　桑

眠
中

合

時1墜⊥赴遊坐＝＿塾．

3．01．04．0　3．61．154、21
〃　　　3．62，0　5．06
〃　　　　　3．61、9　4。15
〃　　　　　　　　　　〃

〃　　　　　　　　　　〃

〃　　　　　　　　　　”

4　　齢

翻鷲
3．141。105．0
3．171．4　4．21
3．ヱ41．105．0
　　°〃

〃

Jt

5　齢　　　蚕　　　齢

食　　合　　食
桑　　　　桑
ll浄　計　　臨

眠
中

噂

合

箭

5．S　5．S　　18．144。2223．Z2
5．14　5．14　　工S．23　5，1　　24．0

5，11　5．11　　18．17　4．1G　23．09

　〃　　　　　　　　　　　’

ti　　　　　　　　　　　〃

〃　　　　　　　　　　　〃

『二均温灘度79．7りF85．4％の下に於ける各試瞼慨の獲育雛過は普通鵠了甑に比して箱育麗が

租麺長し、各放射試験慨は僅か乍ら却つて短縮してゐる。

3．体量調査
No．30　　　　r阿£　景　　置沸U　架擾　　表

＼こ論一堕」一一3－一醗一、一し．・．齢．
試験匪＼遡陣籔陣鋼眠獄・魁小1・・坤・’一・・

翻薪il訓

整樋育傾（劃’照）

箱　　育　　11霞

爾光線　第11蔽
爾光線策2　II／／1，

h．巌）伽0　14．1．o
l4．50　　15，3t｝　14．90
　4。40　　　16，21〕　　　14．20

　4．30　　　15，〔X）　　コ5．10
1　4，4⑪　　　　1‘｝．40　　　　15，30

　4．40　　　15．1気｝　　14．7く）

14．00　　73．α）　㈱、0〔｝
15．OO　　　　7凸．O：）　　　71．00

15．10　　79．O〔｝　73，〔Xl
1「）．50　　　　79．0し｝　　L77．00

14．6Q　・　　76．Oゆ　　　γ3、⑪0

15．00　　76．Ol）　71．⑪0

　　　5　　齢

起釧盛訓鞭
67．OO　ざ旧｝．00　354．00

70．OO　332．OO　270．OD
82．”t）　340．0［｝　餌｝2．0）

S2．く）0　341）．0、｝　294．α）

St）。00　320．OO　箔76．00

74．QO　330。00　2縄．00

赤外線嘔ほ各齢1駅fイく勲凱く，紫外線憩よこれに亜ぐ。爾光線放射慨は普灘y1欄の螺

概して爾光線第21厩が爾ラ亡線第1阻より優ることが多い。

　　　　　　　　　　　　　　4．頭撒調査
昏諏瞼蜘こ特記すべき君呈の難はいなが働礪時a）減聯レ伽潮糠｝1第1剛鰐第2匿が1ヒ｝【i交

的に少ないQ　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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　　　　　　　　　　　　No・31　　頭　籔　調　…蕪　表

、、 @　　齢
　’・＼　　　3　　齢
試、験匠　　1』・一、

普麺育II亘（封照）　　　li｛

箱　　育　　薩　　　14．8
紫　 タト　留良　　il竃　　　　　14．4

赤外線　匿　　　17．9
爾光線　鎮1il砿　　　S｝1．0
爾光線　第21礒　　　17．9

％

4　　齢

20．1

2D。4

16．1

22．8
2（］．8

Jt3．0

5　齢　　」r．　　籏　 讐　　　繭

26．3

21．9

27．1

25．2

2s．0

24．7

5。牧繭調査
N：）・32　　　　」｝父　　薗封　　翫／，1　i査…　表

　　30．8　　　　　　　　　　　37．2

　　22．5　　　　　　32．2
　　32．2　　　　　　38，1
　　31，2　　　　　　　　　　　37．0

　　32，1　　　　　　　　82．2
i　　28．8　　　　　35．0

等駆軍　謡離1｝　卍…　　　一一一一…mt－一一　一．．．＿＿　＿　　．＿一　＿一＿一．＿＿　一＿＿

＼　顎目　　　頼　　　　　数　　　　　霞　　　　　最
　＼　　　　　上

試駒匿　 ＼＼　繭

舳醐鯛照）i64δi
霜　 育　　1憂IGo5
紫　　タト　綜　　1・竃　　　　603

赤外　線　1、t’1　　642
雨光線　tis　1匿　　G25
爾光線　猿2厩　；GS6

rl’s’　下　　同　‘

　　　　功
繭1繭　　繭

77　39　　44
122　47　　19
110　55　　27
97　52　　2、導

ll　1；雛薫

分　　上 II’1

下 同　　合”』一．’王歩

功

。jL＿遡＿遡＿．＿璽謬L＿，．計　繭合
　　　　9・1

11欝騰
451…　ユ。857磁
45　　　　100　　　108i）　　　　72．35

G｛｝　　　　　70　　　1050　　　　74．76

55　　　　　75　　　10gr）　　　79．Ot）

鶏　ll票目lll　ll：91，

牧　醗果鰍及び頚ゴ1圭観るに剛轍第斜・碇醐に仙融畷鮫表して多いが、爾光線第

1田よ之に及ぶぺくもない・然し欄少欲於て胴瞭も一h位の麟齢めてゐる。紫タト線

匪は赤外線1麗に比して各事項で劣る黙が多い。

　6．繭質調査
No・33　　　　繭　　質　　i調　　預益　表

＼　　　　　　　　普
＼＼試験1畷　響

　　’　　　　　匪
項阿　　　鋳
　　　　　＼　照
　　　　　　　）

雌

繭　長　　　　雄
　　　　21三均

繭　幅

全重彙

繭

’暦

最

雌

雌

維

w，i“・Jtil一

岬三

雄

’i狛．

コ脳1；

渉合・

雄、鱒1こ

　　歩合・

31’i’li

箱　　紫

外

線

1，1’il　　Il亨鑑

3．Ott）　3．22

2．99・3．19　1L11

3．07

1：e’li

1．70

1．72

3。1213，　Z7

1．78

1．70

1．74

ヱ、79

1．73

1，7（｝

I　kt，　l
　s：！，i）　8Gほ　　　　　8〔；．O

56’S堰@6M

175．7177．4

1181詣Lo
i，・1
　12．4112，8
，㌦L。．、）

｛｝9．7

77．9

12．5

14．5

赤

外

線

厩

繭

光
線

第
1

匿

3．28　3．24

1｝．15　3．18

3．22　3．21

1．80

1．71

11．7‘1

8r｝　．o

｛；8．5

76．S

1．SO

L71

1．76

86．1；

69．6

7s．　．O

’i1．i）111．tt）

lri
13．tt） 13，3

11．0　1｛｝．n　’10．S

粟　樋輝雌描鵬ぎ鵬繭形
　線　　大にして．箪位繭重を糟し、繭麿歩

　箏　　合も多いが・紫外線甑及び赤外線1戒
　iJ＿山璽＿より特に多v・傾向は見られない。術

3．30紫外線擁の繭厨歩命が甚だ多いヒと

脚は醐すべきである・

3，25　　　　　　　　7．　産P珂調査

、．s。　　N）・34随卵調醸

　　　＼　試　　普
1・70　＼　瞼　 揃
」．7量　＼1飯　蔑

84．2．項 @、翁
　　　臼　、遷

箱

1、置

67．2　　『　　　　　；　…一＝黒一一丁一・門…一瓢；一

紫

外

綜

i碇

赤　附

　光
外線

線第
　11・旺　匪

爾
光
線

2

斑

に難R、鵜1、、8』7、1蹴4、「、，、
一璽顧師「4514．9トs，　．iL　i，s　52i　35

、撫蒲縞5。1、、，、㌦，鰍鱒碇卿・餉撒伽Q

11．O　均（IC）蛾）　’1　°1’　　　’1し幽

11；．1　各放射眠ぽ普通育ll症1より・一般に産

10．Q卵撒を減する虞イ「Lあるにも拘らす爾
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体

均

雌

雌

均

1　va

歩合

露量

歩合

重量

渉・合・

霞二馳

渉合

醗　　皮　　燈

10『bl

、3鴛1
10．5

13．7

　　9・
　72，5

　　％
　S5．8

　　9・
　56．0

　　％
　83．S

　　9・
　64．3

　　％
】S4．8

74、0

85．9

57．5

S3．S

65，8

、、．，、、．。、、．。【、。．5－　　8．實號括

　　　　　　　1　第6騰の撚を畿する螺外
15，2　　14．4；　13．5　　14．O　　　　　」

o㌔

　l
ll：111，1：1

o「7．5　　57．0

、4．，183．78、．31

82．5、s3．2

　1
65．31　69．8

73，5

85，2

5S，0

8需．3

70．S

84，3

0，4

。、4、。．451。．45

　　　　i

　　　線120cm．10分赤外線60：m．5分
72°°

ﾌ齢鰍射甑（爾鰍第2陶は
85・5
㈱bP20。m．5分慨赤綿　60・m．

　56’0　5分恨の爾軍猫的放射1・斑に比1咬して

　83’3　明に牧薦量を塘すが繭厨歩合は寧ろ

　69．9劣る。然し繭暦歩合1ま鮒照慨より多

184．4　V・成懸乏を示したo紫タト線120cm5分、

0，4赤搬60・m・5分の綜合白勺鵬掴

　　（爾光線第1慨）は爾光線第2簸より

一般に下位の成績を以て絡始してゐる。紫外線120cm．5分恒乏赤外紡60こm．5分嘔との主なる

威績の差は前旺が繭層歩合禰多く後隈力｛牧繭量禰多い黙である。

Ix　第7實験
（第5實瞼の次代に及ぼす影響の實験）

　　　　　　　　　　　　　　　1．實験大要
　本實験は第与實験（春獄稚駕期に於ける紫外線及び赤外線の綜合的放射）が次代慧の生活、

主として獄兇の獲育及び獄繭の牧量並びに品質にtx口何なる影響を興ふるかを明かにし、併せて

夫れの實用向勺便1直を知らんとして昭和10年（1935）該獄種を春獄に各1概0．2g．を掃立て、飼育

法は各獣駿慨共に利獄1け1中段ボール製箱を使用した。

　即ち本實瞼中は各麗とも無放射箱奇である。倫本實験の記蓮には便宜上第5貴験の試瞼慨名を其のまま

　探用することとするo（第5實験設計謬照）

2．経過．調査

N，．35　　緯　過　調　査　表

Kt＞L－！’S’

　　樋別

試験石

1　　齢　　　　2　　齢

食
桑
時

眠
rl」

1嚇

合　　食

　　桑
計　、聯

眠｝

中

時

合

計

魯樋育llw；’

　（調・照）

身右育庭
紫外線岐
赤外線旺
爾光線
　第ユ甑
爾光線
　節2匠

日時

5。8　1。2ユ　7．5　3。0　1．124．12
〃　　　　　　　　　　　　　　劃

〃　　　　　　　　　　　　　伊

〃　　　　　　　　　　　　　〃

〃　　　　　　　　　　　　　〃

〃　　　　　　　　　　　　　〃

　3　　齢
食　　眠　　含
桑　　中
時　　［1｛爵　　計

3．0　2．6　5，06
tt

〃

〃

〃

r

4　　齢　　　5　齢　　全　　　　齢

食眠含食合食眠含桑　　中　　　　薬　　　　桑　　中　　．

墜＿豊一L莚U」童L翼誌⊥曇斜＿魑L

3，14　2．7　5．21　6。6　　G。6
〃　　　　　　　　　　　〃

〃　　　　　　　　　　　〃

tt　　　　　　　　　　〃

〃　　　　　　　　　　〃

li　　　　　　　　　　〃

平均盗漁度740F，73％に於ける各傾の護育維過には殆ど繋異を認めないo

fl時

21，47．2229．2
v

〃

〃

〃

〃

3．体量調査
体量調査の結果は概して光線放射慨が普通慨より輕い。然し光線放射慨の羽1互間には体斌の

1；に一雄の傾向を見出し聾准いo（No・36滲照）
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　　　　　　　　　　　　　　No．36　　休　最　調　盗　表

　　　　　　　　9・普麺育匹（劃』照）　　　2．50　　　15．7　　　14．4

余資　　　育　　　1姦疋　　　2．50　　　15．7　　　14．3

紫外線　腿　　2．60　15．8　14．0
赤　 タト　滞泉　 1畷　　　 2．50　　　15．7　　　14．3

雨光線　第1厩　　2．50　　15．5　　14．4
雨光線　第2磁　　2．50　　14．6　　13．7

No．37　　　頭　　数　　調　　査　　表

13．S　　　76．0　　　73．0

13．4　　　　73，0　　　　69．0

13．3　　　73．0　　　71．0

12．8　　　73．0　　　69．0

13．6　　　　75．⑪　　　　72、0

13．7　　74，0　　65，0

4．頭鐡調査

＼一　　齢

試瞼1斑　　、＼
3齢　4齢 5齢

　％
1S．0　　21．6　　22．0

14．7　　16．4　　ユ6．4

14．3r　16。0　　16，0

11．5iユ2．5　12．5
12．6　 13．2　 14．3
12．6　　14．6，　14．6

64．0　　　　396　　　　322

61。0　　　　377　　　　330

62。0　　　396　　　319
61．0　　　　370　　　　315

63．0　　　　　378　　　　　315

5S．0　　　　392　　　　323

暫樋1奪鳳封照）
箱　　育　　匪
紫　外線　正斑

語癩禁鑛
爾光線　第2匝

．＿＿＿ @　各期訓査を通じて光線放射1置は普通育麗及

壌舗醐龍の轍射1置より減獄飴細い。就

24，426．g　中爾光線第1凪及び第2磁は其の傾向が明かで
17．3　21．6

握糊ある・
副銘：1

5．牧繭調査
No．38　　　　収　　繭　　調　　査　　表

　　　　　　項剛　頼　　　　数　一　正　　　　ゴ設

鍵運L＿鯉山：塑．遡・製塑匠亙匡塵「臓下繭岡マ薯1：

　　　　　　　　睡1
薯麺育1、駅封照）　　341

箱　　育　　1疏　　157
紫外線1・11，　　365
赤外　線1，｛超　　357
爾光線　第1槻　　356
雨光線第2匿　13t）8

9
6

4
8
5
4

3
0
6

7
4
tS）

蓉

轟

珪

」二繭

歩合

　　　　μ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％
356　　　5σS．5　　13．0　　4．5　　9，0　　 595．0　　95．55
二｝63　　　　577．8　　　9．5　　　　（》　　　　　0　　　　587．3　　　98．3S

37G　　　　5S8，7　　　G．5　　　7，0　　　3。5　　　605．7　　　f）7．19

375　　　　574．1　　12，0　　　9，0　　10，5　　　605．6　　　94．80

369　　　571．8　　 6．5　　 6．5　　］：1．0　　 597．8　　95．65
36S　　　　596・4　　　6．4・　　4．0　　13．5　　　620、3　　　96．ユ5

光徽脚各1韓轍赫五砒して牧i榔鰍及び酬：が大磁噂胱線第2隣轍i綴に於
て最多を示し、上繭歩合も亦多いのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　昌

　　　　　　　　　6．繭質調査
No．39　　繭　　質　　詮瑚　　teit　表

　　　試験1旺

鯛　＼
　　　　　　雌
　繭　　長
　　　　　　矧i

＿＿＿一一＿2t／／均

　　　　　　雌
φ

　繭　　幅
　　　　　　Kk

　　　　　　・刊ミ均

聾　　鮪．1紫－…’源1－一

育　　　　外　　外

鋳育隷線
蟹　脚こ　掩　F，1

｛］1　l，

3，12

2．95

3．04

2．09

1．99

3．04

【3．IL）

3。Os

：｝，1り

2．o呂

L90

1．99

3．06　3ほ8

2．97　3、08

2。02　3．12
11）．。、』．11

　　1

1’99P1°98

2．02、2．06

爾．「

光
線

1

憂配

3．06

3．01

；；．04

2，04

2，2｛｝

2，12

1野　鋼備姻㈱i亀鱒蝋形
線

嬢　嶽大で・灘齢螺柵｝繊び
り

1詮　　爾光線雛嘔が害lj合に多）・。蝋休歩

1　　　　　　　」

3．15　合は紫外線慨が幾分多い外は都冗に

3・04　　大霊を見受けない。

．1｝・！o．．

2．⑪s

2．01

2．⑪5



署56　　　　　　　　　　　叢　　1綜　　墨　　毅　　穂　　　　　　　　　”〔窮八巻

　　　　　　k「・　　　　tillE　　92．95

全露最　　　　雄　75．54

　　　　耶均lS4．25

繭 雌
重量．

渉合

副雄
　1

単均

重景1

歩合

1　　1

重量

歩食1

11凱50

1ま45

1煮50

1『122

m“Foo

lfl34

95．70　90，Si）

77．10　73．8t5

S6．40　S2，3tt）

ユ2．501ユ2．00

コ3．06　ユ3，21

12，50

ユ6．21

12．00

16．25

　　1L）．OO12．50．

、4641，4，3

95。3（　91，80

73，80　75．00　79．45　　　　　　．　　　　＿

S4・551S3・4墜境　試験

コ2．5012，5012．50　　　　1躍

13．12　ユ3．62｝12。90　　　3劉　　目

　　i　　i

　…　　　　　　　　　　7．　薩頚1］調i資

96．90
　　　　　No．40　産　卵　調　査　衷

薯　箱

腿　育
翁

嬰麗

紫

外

綜

畷

泳

外

線

腿

．両

光
線

1

振

，爾

光
綜

2

臓

・・… 堰E…　・・…義澗、、）隔關641岡漏

16．26 16・OO　15・73　　　普通育匠に比して各試験畷の塵卵

　　1
　　　12．％12．50　　鍬は減少を示してゐる。殊に赤外線iユ3’％　　　　　　　、

・　　　　　－．　t】　　　。　　1　　　壱　　　　　　・

、4．69：　14．S、1、432騨糺い。　L

痂雌1皿量
　　　　歩合IIlil°1　1門

隠無：1翻＿

体　　雄

量　　翠均

　F

81．50et　7．50

霞量ト6ガ50．63．0060．50160．。O

　l％　　　　l
lli騰iili；蕪iili聾i

盤皮景゜°43 @　、1
一　　　　9－　　　0．43　　0．431　0．35

84．4日

61．00

sI．33

69．25

S2，8S

O．40

8日．50　　　8・蛾の生命調査

s，t，．、4　　N・・41蛾の齢融表

．　　　　　　　　普
α》・OO　　　試脚慮抽

　　　　　　　　育
8ユ・sl　　　　　　　IA’X；

　　　　　　　　（

箱

・・…： 冝@1／／i，1’1，彊

紫

外

線

1畷

赤

外

線

縦

両
光．

線

1

、甑

、爾

・光

線

第
2

隅

鷺蘇錦爾禰茸　聴露1　藷：1

“燗幽團・3・・1…gi・4・・i・2・31・2・・

1　　　　　　　　　　　　　　各試瞼帳は噛樋育顧より蛾の准命1ヨ数が延慢してゐる。

9．蜜験総括
　次代の影響を普通育慨（謝照）と比較するに紫外線120cm．10分赤夕溜畏60cm．　5分の放射

を受けた匿（爾光線第2匿）は獲育経過に大なる影響はないが、牧繭量を4守に増し且上繭歩合

も亦多妬然し紫外線120cm．5分赤外線50cm．5分の放射湿（Pl・1光繊第11，1のは概して爾

光線第2慨より劣つてゐる。然し繭暦歩合は遙かに多く本試瞼予馴薯最高位となる。紫外稗120

cm．5分放射と赤外線60　cm．放射の爾翻」こ共にJl父・lll量多く、繭癬歩釜橘かなりに達する。箱

育甑は牧繭顯敷及び繭暦歩合は納々多いのに拘らす牧繭：慰ζ翌つては勘い結班を示してゐるc、

　　　　　　　　　　　　　　X第8實験
　　　　　　　　　　（第6實瞼の次代に及ぼす影響の賢験）　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　1，實験大要

　木實験は舞6實験（初秋欝羽li欝期に於ける紫外線及び赤外線¢）綜合酌放射）が次代鍛のEf三

活、主として鑓兇の焚育及び鑓繭の牧量並び｛こ品質等に興ふる1’，・多響を明にし、以て典の魔∫融勺

債位を攻窺せんとした。昭和10fl…G935）骸蛋撒Eを界薫に各慨0．2．　g．を仙∫Hし、飼育法は各

試験旺共に稚獄i田中は段ボール型1箱を使用した。

　　即ち本實験中は各賊とも無放身重箱育であるo佃本貴瞼の記匙には匝鴬上弟｛｝實瞼の試験慨名を共のま

　　ま撮用することとするo（笙6鍛験設計滲照）

2．経過調査



娠二號〕　　　獺に及ぼ螺外着糊・・騨槻・≠碧・礁購　　　　 蒲7

N・・42　誰　1過訓査表

、謹麟蕊1霊薪L廓1報1器「一継
普翅育1・藍
　　（調照）

鮪育腿
紫外線1凝
赤外綜磁「
爾光線第1匝
爾光綜策21蔽

5．20L127，8　3．61．94．15
　　〃　　　　　　　　　　〃

　　”　　　　　　　　　　〃

　　”　　　　　　　　　〃
　　”　　　　　　　　　　〃

　　”　　　　　　　　　〃

H瞬 @　　　　　　　　1　　　　　　　　　　』譜｝h－＝＝：一一＝一一”一一一一
堕時迦境堕誕甦Lヒ・・匙壁計
3’15コ a35伽・°27・・76・・t，6・62…37．蹴・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　〃　　　　　P　　　　　　 〃

　　「t　　　　　　　〃　　　　　〃　　　　　　　〃
　　”　　　　　　　　〃　　　　　〃　　　　　　　〃
　　”　　　　　　　〃　　　　．　〃　　層　　　　t’

平棚轍74°F・　73％に於ける各画の鮪細に麟異がな、。。

　3・体量調査
No・43　体鼠調盗表

試駆＿撚」翼・圃・・馳一刺癖一劃醜l！l．iGiif一駆訓諏豆
、｝二遍監＿－3粛～　一　「苛マー「二『B一漏

暫通育獲ぐ劉照）
斜　　育　　正竃

紫外線　厩
赤外線斑爾光線第1蔽
爾光線嬢21蔽

2．70　　　　ユ8．s　　　　18．7

日，｛90　　　　17，8　　　　17，6

2。70　　　ユ8．8　　　18．6

3．00　ユ8．9　18．7
3．10　　　18。8　　　ユ7．5

2．9〔｝　17．8　17．4

117．、；1、．。．87．6

　17．0　　　　93．0　　　89．0

　工7．2　　　　　S9．0　　　　8G．0

　17．2　　89．0　8（；．O
　コ7．5　　90，0　89．0
　17．5　　90．0　86．0

SO．0　　　　423　　　　　341

82．c｝　430　　361
79．O　　　tl，54」　　　3551

80．0　　　442　　　　329
Sl．0　　　　422　　　　　339

78．0　416　　341
各試瞼陶こ於ける休景の増1成には一定の佃向を認め得ない。

4頭微調査
No・44　　　　頭　　数　　調　　三査…　差ξ

、、　　齢

試瞼厩

普通育匿（封1！の

雑　育　　1、藍

紫外線廣
赤外線　圃
雨光線　第1簾
爾光線第2闘

、齢14齢

o．∫

10．0
7，：

9，7

9、2

7．s

O．7

1L1
9．三｝

コ2．：；

ヱ（、．6

9，3

2，1

聯調臨‘鰍調奔融る舗の醐鉛樋附
乱・　＝る蹴して瀞｝放搬瞭醐嘔より勃耀

11渦　15．I
f｝．ti　lf｝．9

1三〕．3　14．あ

12，・1　1・1．2

10．｛｝　’11．1

2，0　8，7

滉　歩価沙なく、　ll・i」vc爾光線第2敵知Lカ，

19．5

欝　糀い・
s．7

5．牧繭調査
No・45　　　　耳父　　繭　　1謝　　…査　　葦ξ

＼　　　 項ri
　Y＼N
　　＼tt、．tt

＿興避L　－．＿：謡一｝

　普簡育腿（渕照）
　雑　　育　　！1㌔ξ

　紫外線11置
　赤外線匪
　爾光線魏1城
・　雨光線第2匪

　　脚　　　　　　数
．一劃．中刺刷同功爾1倍i：“

　　　1；3ヂilt｝

騰1罎

！：｝（ll　　7

r）

書

’，

’1

（i

1「

44
二1｛｝

15
11

10
11｝

361
11・tr）

ご；67

：：llr）

煎　　　　　　　　　：股

．嬢歴1腿塑壷可認
9・

｛1〔｝2．9

596．5
（；02，6

｛；19．・t

1誘7　　tll－t．2

；｝791〔1・tls，3

5，0
tl．r）

7．0

0

9．0

9．5

5．5

2．5

4．昌

1．5

8．5

1．0

75．0

55，⑪

55．0

40．0
55．〔｝

：16．o

6SS．4
｛誘8．5

｛；69，1

6轍），9

（；8C，．7

｛194．s

　％
87．5s
9⇔，5呂

90．06
9ご㌃．72

s9．44
9：；，31

牧繍数頴鞭唄してト胱陥2剛鮮・i鯖、・1め調胱襯・予蹴之れ厭ぐ、」：it｝l」

鮪蹴て騨胱榊銑・脇赤搬圃畝し・、で好鰍赫して泌。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　6．繭質調査

　　　　　　No．46　繭質調査表
＼＼

　＼　　　試瞼賊

　＼＼

項rl＼、
　　　　　＼

繭　　長

繭　　幅

h重量

雌

雄

亭均

讐
涌
育
臓
（

照
）

繭
雌

厨 離

箱

育

11慌

紫

外

線

畷

赤

外

線

麗

雨

光
線

第
1

匿

爾孫　　　繭形は爾光線第1厩が最大にして

蝋

休

軍均

雌

1雄

剥物

謂ち

隷　他の試聴膳通育臆嘲して大
　　　形となり、繭暦歩合は紫外線嘔及び

室　　　赤外線匝が多く、蜘休歩合は箱育と
城
　　　　爾光線第1　fi；．が多V・。

　　3・353・343・433・393・33　　　7．産卵調査
3．14　　3。23　3・21　3・11　3・26　　3・04　　　　　　No．47　　産　　9日　護周　　≡査…　表

2，65

雌1

雄

2ド均

雌

雄

2P均

1．93

1，90

3．29　3。28　3．27　3。33　 3．14

L81

ユ．94

1．92　　1．86

　冒・
102．4　106．7

80魯5　　84，8

91．45

麗憾ll

　　　9・
重燈

歩合

1㌃゜°

116・15

95．75

1。96　　2，02

1，S4　　1．G6

1．90　　1．S4

104．1101．60「

83，5

93，80

S2．75

92．20

1，97

1．90

ユ，97

1．76

　　　　　　項口
1．94　　1．87

試蜘・戴

・・5・・5・…45㌔。粥

S4．15　77，80

聾　箱

育

繊　育
翁

讐Il，）；

醜4696

紫　赤　爾　雨
　　　　光　光
外　外　線　線

線　線　餓　第
　　　　1　。2
甑　　1r竃　　1・置　　慨

691　675　654　65S

、4．。。i、，。。…、1．，。ト、、。。［、3，。『’．；．＝L　1“，　　一一t

94・60189・ユ三三．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，tf　　　－r．

　普湧育賊に比べて他の試験麗は一一

般に産卵嶽が多いが取分け窪・li育樋及

藩翻：1翻ll：1臨l　ll：鷺課1

轍蒲騒lilllil蘭欝墾塾

露景

歩昌合

霞盤

歩合

重彙

歩合

1熱認翻：1：ll1

9－［　1　1
66．50

％
82，61

　9・

76，75

70．001

90，00

S5．67

69．50169．oo，65．50

s2．，、83．，38，．，，1、，，、9

80．75 78，75　76，75 79．75

s5．50　即　　盤
　　　　　　　　　）
85，12　　　　　　　　　11
　　　雌李均｛10蛾）14．6
G4．00　維町型蛾廻～）一・5

箱　紫　赤

　　外　外

　　線　線

斑　1楓　簾

雨

光
綜

1

旺

、4．，・4．8・5．li・3、4

112旦王OL§璽．61短豊

光
線

第
2

1置

8ま791　1　　　　1　　　。　　　，．

12，2

1T．1

　　　　　　　　i　l　i
82・2°雌劇 ｿ2・6113・71’2・S13仙711‘7

74・75　fl；騎賦と赤タ融颪は畏く爾光線第

、、皮鐙i団、、［。．、d。．a．　，1・．・・1・，4・1・．・5

　　　　　　　　　　　　　　　　9實瞼紬括
次代の影響鰭瀦匪（蹴Dと比較するに紫タ搬120・m・10分・赤外線60Cm・5分の棚寸

を受けた臓（爾光線舞2恒）は減獄歩合が少く牧繭頼撒並びに牧繭量に於て本試験甑の最高位を

占めるに拘らす‘繭暦歩合は却つて滅する傾向がある。然し紫外線120　cm．5分赤外和k　60　cm．

5分の放射麗（爾光線第1滝）は甫駐圃に劣る場合が多いけれども繭贋歩合に就いては普通育に

攣らない結，果を示してゐる。紫外線120crn．5分放射と赤外線60　cm・5分放射の爾狸は概し

て牧繭量を櫓し繭厨歩合も…多い。箱育颪は全般的に不嚇∫佐示してゐる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　XI考　　　察

　既に研究史の項で述べた如く獄兇に紫外線を放射して共の影響を究めたものは勘くない。然

84・1583・SS　83・24184・13183・69　　1顧並びに第21厩は短縮する。



ゴ魅二鵬〕　　　家撫躍づ矯紫鰯磁に赤鵜囎。｛・（鱗IO　　　　購

　るに之れに棚jす搬蟻…の鱗1・働梼期並旅放辮繍妖確つてゐるからりじ等酬」．究

　繍咳醐て闇瓶に上躊綴することは出來ない力軟儲氏の繊の蝿・1韓げて肋ば、
！」i徽（の鰍蝦・・寿ll・を3°cm・として醐・1・5分宛・回燗鞭拗寸し共の徽蝋，、泌を

馨欝晶騰糠瀧購、鴇贈饗　㍊羨聖徽
工削1太ﾋ夘ひ5°cm・　1こて1日…剛至・眈鮒し・孜隊・・1鞘勒1暢合があ。、・繭

醤雛撚撚藁蹴急穐ヒ下熱躍，穿灘騰藁叢至欝斎
ひて放射し醸放射に働櫛己嬢育・醐・灘鍵多からしむることもあると靴て居る。

「ly　tc井上1胱・服糊す氏共略醐1脈梢贋欄噸つて鮒し鋼鵬分1究を行つてゐる。

　　次曙禰先づ破入工融太1場燈の使脈短ち紫撒鵬i勧釧定し特に働塒1随
繊駅1齢～3齢）とナi㈱り1（4齢～聯）の　i告1醐として鰍を企て、且轍射i醐はなる

ぺく卿鋼ならし撒射徽つて継の期こ昇髄防ぐと共ec紫轍の實撒胱の利1髄も
舘1杁れた・共徽射骸は不tt・蛋鋤・於て1蝦・1・礁き蜘・20・m．の踊1｛、にて10鋼lll彿、

嫉とし・臓糊には50cm・にて5分を搬瑠め堪の結身志は牧繊の勒1雄1端る肱
ども舗暦鉛の勒1は期し難v・　itととなつた・之繍山・1・J・9（i・囎樋掲所がある。　f轍

射劇蹴いてt’」：　sp’1：」糠瞬離駄上ヒし1畷期賄へるものが良鰍であると靴てゐるが、

鼎曜験の徹にては唱敵共の様に脳へなく，　ti・llふる1・紫タト徽射の實左缶上撚鰍の

　狭少で取扱ひ砒轍勺手・撫瀦鋤の放射カミ有利であると忠ふ。　　　”

　　刻こ赤胤の顯鰍ぼす耀も赤鰍の劃三慶唖勘『1に働燃を示すもので瀦…が
蜘こB・・di・k製Z・・1it・Z－1蹴型の狸騰翻て狂犠したところでは、稚糊1・甑中を除き

毎Fl　70　cm・にて10分放射する1・御獄f横及び輔歩合の勒1を示しleが、卿・欝ヒ髄

2’一’「　7氏　S・ll・x熱光線燈看曖肌たの｝こ共の搬放射は100・m．5分或は60。m．5分履

　ったのに依りても之を知り得る。

　　撹玄に紫轍と赤轍との撚撫肚眼ぼす・1鍛よ蝋るに購の各鰍畷創臓撫
としての燃戯る限度研ゴするものであるから、　楴は1概線の綜合的放射にf効共の殿

に一段磯化襖へたいど岩へ共卿齢雛める鷹つた。帥就に醗し螺珊1級嚇タト
線の欄的放州こ1焔1戯放射腿艦して罵鋤に於け馴　“光辮糖轍射の辮をva，V．Eし

　て紫外線120cm・5分・赤タト線60cm・5分及び紫タVI）’it－120cm．10分赤外和艮60cm．5分の二綜合

轍射1係酪鰍創1聯轍轍り　繍’1に於て鮒・る揃あ7・・　・、…lrl　t）　，殊に紫轍郷葛蜀

に廓灘納賊時：撒射するぞ」二：こ依ケC・ii：霊兜に與へる’1｛騨誕舗赤脇瞬鹸貞勺放射に働

「轍される囎をも燃し・蜘礎硬叫蹴・り1燃鮒曜1胸脚1縫鋤んとして、鵬の

卿」娯にして鰍飼育し・鰍臆及附寿躍女晦蹴いても纈を1了畝の糊顕腋。
　　①鰍射にて縦翅了へるものは蹴櫃に・絞ぺて醗渉合に　よ雌なく1臨て牧醐畝穿
　すけれど1二繭歩合は1珍く既つ次代3譲兇の飼育成垂爺が不良である。

　　（2）紫外罐120・m・5〃｝放射”r・7・・も岨封照’11“．よ彌　・｝塀｝燐1ノ：llすると共に・，父1輯もカ、な

り多くなり・働拉・ため叫の　1嚇卵轍び輪r傲獣ナるととは版けなく謀刻畷
　児も封照1硫より良成紺‘を示してゐるQ

　　（3）赤外徽60c…5ウ｝働ける・糖｝・雌蜘・・賦1砒して牧綴姻1期1渉敏1，∫枇、．［1，

。つi次代鍛兇にも一一都Uζ良い影轡を及1寓すのi蔓1“i向を認める。

　　（4）紫タト線120cm．5分助汐ト線60c　m・5分方嫡拉）もの｝よ対照ll’1と」1父繭lil：及び羅1暦歩合に陣

し哩化はないが廟歩諄｝　よ割rs　uに蜘。次f℃撫への影齢紫櫓わそ，鷹次ぐ。
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　（5）紫外線120cm．10分赤外線60cm．5分の爾光線の綜舗勺放射を行へるもの並びに次代

獄児は封照鶴より明かに牧繭量、特に上繭歩合の増加に見るべきものがあるが繭層歩合は時に

増減あつて之れtz　一．定の傾向を認め得ない。

　玄玄に爾光線の軍猫放射を比較すれば獄兇の環境に依り速断し得ないが著者の適度放射と定め

たる紫外線120」m．5分と赤外線60cm．5分の稚獄期放射の域績に斥践するに紫外線放射1癬ま

赤外線放射賊に比して減獄歩含勘く繭厨量も亦多い。然し牧繭量は何れとも決し難い様である。

術次代に於け翻瀬のノ嬬宅は實験期酬瞠に｛効異ると難へども大差は見出さなv・。？」（に紫外

線120cm．5分の軍猫的放射を行へる賦と紫外線120cm。101｝、赤外線60　cm・5分の綜合

放射を行へる樋とを比較するに後者は減獄歩餅妙く、繭形大にして、牧繭量及び上繭歩含共IZ

多V・けれども繭厨歩含は幾分減少する。然し樹照颪とは大遊がなVO。

　扱て現下汎く奨導せられ且つ普及しつ曳ある稚獄期密閉共同飼育に於ては，普通育より一般

に牧繭量は優るけれども上繭歩含を低下するのみならす、時に繭暦歩禽をも低減して燧には獄

作を不安定ならしめる虞れがあるから、慧兇の生理的環境を改善し積極的に共の保健を圃らね

ばならない。著者は斯る主皆に基き本謎瞼結果に依り養獄蒙の共同施設の一として紫外線及び

赤外線の如き獲育刺戟光線の利用を蝕に提奨するものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　括

　　以上叙述した8回の實瞼を概括する時は次の様である。

（1）入工高山太陽燈に依る紫外線の獄兇に於ける適度放射は批獄期徳F150　cm．5分放射3くは

　　稚鷲期簾日120cm．5分放射である。之れに依つて牧繭量の壇加を圖り得るけれども繭暦

　　歩合の向上は期し難いQ放射時期は概して1【燐援期に比して稚獄期が荷利である。

（2）オーケン氏Sollux熱光線燈に依る赤外線の稚獄期に於ける通度放射は60　Cin．5分であ

　　る。之れに依つて然らざるものより牧繭量及び繭贋歩合を増す。先の紫外線放射と赤外線

　　放射との成績を比鮫するに牧繭量には大差はないが前者は後習より減獄歩斜妙く且つ荊贋

　　歩合の多い傾向がある。　　　　　　．

（3）紫外線を翻兇に箪猫的蓮績放射を行ふ場含に起る生理障害は赤外線の綜含的放射に依つて

　　或る程度の障害防止が出來る。

（4）紫外線と赤外線の綜合放射の適度は紫外線120Ctn．10分赤外線60cm．5分放射であるo

　　斯かる放射体系に依るものは封照甑より明かに牧繭量、殊に上蘇ill歩合の増加上見るべきも

　　のあるが繭層歩合は時…に依つて増減を現し一定の傾向を認めないQ

（5）紫外線と赤外線の適慶なる綜含的放射を行つた眠（紫、120cm．10分赤、60cm．5分）シよ紫

　　外線の適度なる軍猫的放射のもの（120　cm，5分）に比較して減獄歩餅妙く、繭形を大に

　　し、概して牧繭量及び上繭歩含を塘すけれども繭贋歩合は幾分減少する傾胸がある。

（6）稚獄期の光線放射が次代欝董兇の獲育に及ぼす影響を見るに紫外線適度放射（120cm．5分）

　　と赤外線適度放射（60cm．5分）を受けた爾匝でi’よ封照1・1εよりも結果は良好であるが爾者

　　の間の域績には優劣を見出し難い。然るに紫外恕阯赤外線の適度なる綜含的放射（紫、120

　　crn．10分赤b　60cm．5分）を受けた次代鍛は爾光線の軍猫的放射を被るflJれよりも更に牧

　　繭量を塘し、且つ上繭歩含も亦多いが繭贋歩合は却つて減少してゐる。

（7）稚獄期の轡閉飼育1よ普通育に比し一般に牧菌ll量を壇す場合が多いに拘らす、上繭歩合は共

　　の割合・に勘く、且又、次代獄児の飼育成績をも不良にする虞れがあるから、稚職共同飼育

　　の實行に依り共IIO施設の一・として紫外線及び赤外線の獲生機を具へ、斯かる號育刺機光線

　　の利川を倹つて積極的に獄児の保健を圃り獄作の安定を期し以て糸｛鯵1的養鍛法の魔を1二げ



鎮一一一k二號）　　　　　　　　家銀に及ぼす紫外線並に赤外線の影惣　（1’is　DF勘　　　　　　　　　　翻

　　度い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（於　宮ll寄高緯農林凄翼校）
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